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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

15
日
、
米
共
和
党
の
大
統
領

候
補
指
名
争
い
の
ア
イ
オ
ワ
州

党
員
集
会
で
緒
戦
を
飾
っ
た
ト

ラ
ン
プ
前
大
統
領
は
、
高
卒
白

人
の
労
働
者
を
岩
盤
支
持
層
と

し
て
い
る
が
、
大
卒
な
ど
高
学

歴
者
か
ら
の
支
持
も
増
え
て
い

る
と
14
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ズ
紙
が
報
じ
た
。

　

１
年
前
の
世
論
調
査
で
は
、

支
持
率
が
フ
ロ
リ
ダ
州
知
事
の

ロ
ン
・
デ
サ
ン
テ
ィ
ス
氏
を
下

回
る
こ
と
も
あ
っ
た
ト
ラ
ン
プ

氏
だ
が
現
在
は
回
復
し
て
い

る
。
世
論
調
査
の
分
析
で
は
回

復
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は

大
学
教
育
を
受
け
た
保
守
派
層

と
い
う
。
大
卒
の
共
和
党
支
持

者
の
間
で
は
、
２
０
２
０
年
の

大
統
領
選
挙
は
不
正
だ
と
の
ト

ラ
ン
プ
氏
の
主
張
と
そ
の
後
の

論
争
に
は
動
揺
が
広
が
っ
た
。

２
０
２
２
年
11
月
の
中
間
選
挙

で
は
「
赤
い
ウ
ェ
ー
ブ
」（
共

和
党
圧
勝
）
を
起
こ
す
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
選

挙
後
に
白
人
至
上
主
義
者
の
ニ

ッ
ク
・
フ
エ
ン
テ
ス
氏
や
反
ユ

ダ
ヤ
主
義
的
な
発
言
で
非
難
さ

れ
て
い
た
ラ
ッ
パ
ー
の
カ
ニ

エ
・
ウ
エ
ス
ト
氏
ら
と
会
食
を

し
た
こ
と
は
共
和
党
内
か
ら
も

激
し
い
批
判
が
起
き
た
。

　

当
時
の
サ
フ
ォ
ー
ク
大
学
と

Ｕ
Ｓ
Ａ
ト
ゥ
デ
イ
の
世
論
調
査

で
は
、
共
和
党
支
持
者
の
61
％

が
ト
ラ
ン
プ
氏
の
政
策
を
支
持

し
て
い
る
も
の
の
、
大
卒
の
共

和
党
支
持
者
の
う
ち
76
％
が
、

「
別
の
共
和
党
大
統
領
候
補
を

望
ん
で
い
る
」
と
い
う
結
果
だ

っ
た
。
し
か
し
今
月
の
調
査
で

は
共
和
党
支
持
者
の
62
％
、
大

卒
者
で
60
％
が
ト
ラ
ン
プ
氏
を

支
持
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ

ー
ス
の
最
近
の
世
論
調
査
で

も
、
大
卒
の
白
人
共
和
党
支
持

者
の
ト
ラ
ン
プ
支
持
率
は
昨
年

の
２
倍
と
な
り
60
％
に
達
し
て

い
る
。

　

記
事
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は

こ
の
１
年
の
間
に
４
件
の
刑
事

事
件
を
抱
え
、
91
件
の
容
疑
が

か
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
間

に
支
持
が
増
え
た
こ
と
を
強

調
。
大
卒
の
共
和
党
支
持
者
の

間
で
、
過
剰
か
つ
不
当
な
法
的

捜
査
だ
と
疑
問
を
抱
く
見
方
が

広
が
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た

外
交
関
係
よ
り
も
国
内
問
題
を

優
先
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

高
金
利
に
不
満
の
声
も
高
く
、

バ
イ
デ
ン
候
補
に
勝
つ
に
は
デ

サ
ン
テ
ィ
ス
氏
や
ニ
ッ
キ
ー
・

ヘ
イ
リ
ー
元
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ

ナ
知
事
よ
り
も
ト
ラ
ン
プ
氏
の

方
が
勝
て
る
と
思
う
人
が
多
く

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
伝
え
て

い
る
。

　

米
全
国
紙
Ｕ
Ｓ
Ａ
ト
ゥ
デ
イ

電
子
版
は
ト
ラ
ン
プ
氏
支
持
者

ら
に
よ
る
連
邦
議
事
堂
襲
撃
事

件
か
ら
丸
３
年
と
な
る
１
月
６

日
、「
ア
ー
ノ
ル
ド
・
シ
ュ
ワ

ル
ツ
ェ
ネ
ッ
ガ
ー
氏
を
大
統
領

候
補
に
し
よ
う
」
と
い
う
論
説

記
事
を
掲
載
し
た
。
コ
ラ
ム
ニ

ス
ト
の
ジ
ョ
ー
・
マ
シ
ュ
ー
ズ

氏
が
ベ
ン
チ
ュ
ラ
・
カ
ウ
ン
テ

ィ
・
ス
タ
ー
に
書
い
た
記
事
を

転
載
し
た
も
の
で
、
憲
法
を
無

視
し
て
ト
ラ
ン
プ
氏
が
立
候
補

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
シ
ュ
ワ

ル
ツ
ェ
ネ
ッ
ガ
ー
氏
も
立
候
補

で
き
る
と
い
う
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　

俳
優
の
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ェ
ネ
ッ

ガ
ー
氏
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

知
事
を
務
め
た
政
治
家
で
も
あ

る
が
米
国
生
ま
れ
で
な
い
た

め
、
米
国
憲
法
第
一
条
に
よ
り

大
統
領
に
就
く
資
格
が
な
い
。

し
か
し
マ
シ
ュ
ー
ズ
氏
に
よ
れ

ば
「
米
国
民
の
考
え
は
変
わ
っ

た
」
と
し
、「
憲
法
に
何
が
書

か
れ
て
い
る
か
関
係
な
く
、
有

権
者
は
大
統
領
に
し
た
い
人
物

を
選
ぶ
権
利
が
あ
る
と
い
う
コ

ン
セ
ン
サ
ス
が
生
ま
れ
つ
つ
あ

る
」
と
い
う
。

　

こ
れ
は
ト
ラ
ン
プ
氏
に
責
任

が
あ
る
と
指
摘
。
ト
ラ
ン
プ
氏

は
、
大
統
領
資
格
が
な
い
こ
と

は
憲
法
上
、
大
統
領
に
立
候
補

す
る
上
で
の
障
害
に
な
ら
な
い

と
い
う
立
場
を
取
る
よ
う
共

和
・
民
主
両
方
の
議
員
に
促
し

て
き
た
。　
　
（
４
面
に
続
く
）

トランプ候補

大
卒
の
共
和
党
員
に

ト
ラ
ン
プ
支
持
広
が
る
NYタイムズ紙

シ
ュ
ワ
ル
ツ
ェ
ネ
ッ
ガ
ー
元
加
州
知
事

出
馬
待
望
論
も
浮
上

街
中
の
人
気
者

但
し
要
チ
ッ
プ

　

何
匹
も
の
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
や
ミ
ニ
ー
マ

ウ
ス
、
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
や
ス
パ
イ
ダ
ー
マ

ン
に
バ
ッ
ト
マ
ン
、
セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト
の

人
気
者
な
ど
お
馴
染
み
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

一
堂
に
勢
揃
い
し
て
い
る
の
が
タ
イ
ム
ズ
ス

ク
エ
ア
。
か
つ
て
は
著
作
権
侵
害
論
争
も
あ

っ
た
が
、
は
な
か
ら
民
事
不
介
入
の
警
察
官

は
「
コ
ス
プ
レ
の
人
が
フ
ァ
ン
と
記
念
撮
影

し
て
チ
ッ
プ
を
も
ら
う
の
は
違
法
で
は
な

い
」
と
容
認
。（
13
日
午
後
２
時
、
タ
イ
ム

ズ
ス
ク
エ
ア
で
、
写
真
・
三
浦
良
一
）

タイムズスクエア

0.5261 in
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国
境
を
越
え
た
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
若
手
ク
リ

エ
ー
タ
ー
の
育
成
、
地
域
の
活

性
化
、
文
化
・
経
済
交
流
の
促

進
を
目
指
す
一
般
社
団
法
人

SAKURA COLLECTION

（
代

表
理
事
：
田
畑
則
子
、
所
在
地
：

東
京
都
品
川
区
）
は
、
日
本
の

伝
統
的
な
生
地
の
美
し
さ
と
多

様
性
を
紹
介
す
る
2
つ
の
イ
ベ

ン
ト
を
Ｎ
Ｙ
で
開
催
す
る
。

１
つ
目
は
、
１
月
22
日
か
ら

24
日
ま
で
ジ
ャ
ビ
ッ
ツ
・
セ

ン
タ
ー
（
11
番
街
４
２
９
番

地
）
に
て
、
ア
パ
レ
ル
生

地
の
バ
イ
ヤ
ー
や
専
門
家

を
対
象
と
し
た
ア
メ
リ
カ

東
海
岸
最
大
級
の
ソ
ー
シ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「Texworld 

New York City 2024

」 

へ
出
展
し
日
本
の
伝
統
素

材
を
展
示
す
る
。
尾
州
ウ

ー
ル
、
小
千
谷
縮
、
佐
野

藍
、
遠
州
綿
紬
、
大
島
紬
、

京
都
紋
付
な
ど
、
日
本
を

代
表
す
る
12
の
産
地
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
技

法
、
魅
力
を
持
つ
生
地
を

紹
介
す
る
。
ま
た
、
23
日

（
火
）
午
後
４
時
か
ら
は

「SAKURA COLLECTION 

日
本
の
伝
統
的
テ
キ
ス
タ
イ
ル

Ｎ
Ｙ
で
披
露
し
商
談
会
も
開
催

Fashion Design Award 
2024 

」
も
行
わ
れ
る
。

今
回
の
テ
ー
マ
素
材
は
、

創
業
１
１
０
年
の
織
物
企

業
・
株
式
会
社
や
ま
だ
織

（
本
社:

新
潟
県
南
魚
沼
市
）

の
絹
織
物
「
夏
塩
沢
」
と
、

株
式
会
社
ヤ
マ
サ
ワ
プ
レ

ス
（
本
社:

東
京
都
足
立

区
）
が
手
掛
け
る
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
デ
ニ
ム「One-o-

Five

」。
こ
れ
ら
の
素
材
か

ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
受
け
た
デ
ザ
イ
ン
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、

ア
ジ
ア
、
中
東
、
ア
フ
リ

カ
な
ど
、
世
界
28
か
国
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ

ー
か
ら
１
８
０
点
ほ
ど
集

ま
っ
た
。
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
、
創
造
性
、
技
術
性
、

日
本
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
と

の
調
和
な
ど
の
観
点
を
重

視
し
て
選
ば
れ
た
10
人
の

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
が
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
形
式
で

発
表
し
、
審
査
員
に
よ
る

選
考
を
経
て
、
優
勝
者
が

決
定
す
る
。　

　

２
つ
目
は
、
２
月
６
日

と
７
日
の
２
日
間
、
５
つ

星
ホ
テ
ル
の
ザ
・
ピ
エ

ー
ル
（
東
61
丁
目
２
番

地
）
に
て
展
示
商
談
会
を

開
催
。
主
要
な
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
の
常
連

で
あ
り
、
一
流
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
誌
や
協
会
が
絶
賛
す

る Florania

（
イ
タ
リ
ア
）

や DZHUS

（
ウ
ク
ラ
イ

ナ
）、Elohim By Sabrina 

Goh

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

な
ど
の
世
界
的
デ
ザ
イ
ナ

ー
が
、
小
千
谷
縮
、
佐
野

藍
、
濱
松
丸
邊
デ
ニ
ム
、

尾
州
ウ
ー
ル
な
ど
、
伝
統

的
な
生
地
を
使
っ
た
作
品

を
発
表
す
る
。
問
い
合
わ

せ
は
Ｅ
メ
ー
ルsakura@

sakuracollection.com 

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttp://www.

sakuracollection.com

23日に SAKURAコレクションをコンベンションセンターで、商談会をザ・ピエール・ホテルで

　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
元
旦

早
々
よ
り
日
本
で
は
、
悲
惨
な

災
害
や
事
故
が
相
次
ぎ
、
今
年

の
行
く
末
を
思
わ
ず
案
じ
て
し

ま
う
よ
う
な
幕
開
け
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
が
、
過
去
に

目
覚
ま
し
い
復
興
を
遂
げ
て
き

た
日
本
は
、
き
っ
と
大
丈
夫
だ

と
固
く
信
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ど
の
よ
う
な
年
末
年
始
で

し
た
か
？
休
み
中
に
家
族
で
映

画
を
楽
し
ん
だ
方
も
多
か
っ
た

か
と
思
い
ま
す
が
、
私
も
年
末

に
「
マ
エ
ス
ト
ロ
」
と
い
う
12

月
に
公
開
し
た
ば
か
り
の
新

作
を
観
ま
し
た
。
こ
の
作
品

は
、
既
に
名
俳
優
で
あ
る
ブ
ラ

ッ
ド
リ
ー
・
ク
ー
パ
ー
が
、
自

身
が
主
演
し
監
督
業
も
行
う
と

い
う
、
全
身
全
霊
を
か
け
て
作

っ
た
事
が
歴
然
と
わ
か
る
力
作

で
、
複
雑
な
が
ら
も
深
い
絆
で

結
ば
れ
た
夫
婦
関
係
に
重
き
を

置
き
、
彼
の
偉
業
よ
り
も
、
ど

う
い
う
人
物
で
あ
っ
た
の
か
を

よ
り
描
い
た
も
の
で
し
た
。
有

名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
主
人
公

の
映
画
は
通
常
、
そ
の
作
品
や

演
奏
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
の

は
あ
る
意
味
当
然
な
の
で
す

が
、
今
回
そ
う
い
う
シ
ー
ン
は

勿
論
い
く
つ
か
あ
っ
た
も
の

の
、
誰
も
が
知
る
ウ
エ
ス
ト
サ

イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
は
バ
ッ
サ
リ

切
り
捨
て
。
指
揮
者
と
し
て
世

界
中
飛
び
回
っ
て
い
た
様
子
も

殆
ど
出
さ
ず
、
よ
く
練
ら
れ
た

シ
ン
プ
ル
な
脚
本
に
、
冒
頭
か

ら
目
を
奪
わ
れ
る
斬
新
な
カ
メ

ラ
ワ
ー
ク
。
妻
役
に
は
素
晴
ら

し
い
女
優
を
起
用
し
、
極
め
付

け
は
、
ま
る
で
バ
ー
ン
ス
タ
イ

ン
本
人
か
と
見
ま
ご
う
よ
う
な

特
徴
を
よ
く
つ
か
ん
だ
、
ク
ー

パ
ー
の
演
技
を
超
え
た
演
技
！

そ
の
指
揮
ぶ
り
た
る
や
、
も
う

乗
り
移
ら
れ
て
い
る
と
し
か
思

え
な
い
程
で
、
一
体
彼
は
、
ど

れ
ほ
ど
莫
大
な
練
習
時
間
を
費

や
し
た
の
だ
ろ
う
、、
と
考
え

る
の
と
同
時
に
、
彼
の
バ
ー
ン

ス
タ
イ
ン
へ
の
尊
敬
の
大
き
さ

に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
、
た
だ

た
だ
圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
で
し

た
。
と
こ
ろ
で
話
は
少
し
逸
れ

ま
す
が
、
日
本
の
私
の
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
会
社
の
創
立
者
、
佐

野
光
徳
氏
は
、
生
前
バ
ー
ン
ス

タ
イ
ン
と
何
度
も
一
緒
に
仕
事

を
し
て
お
り
縁
も
深
く
、
レ
ニ

ー
が
こ
ん
な
事
を
言
っ
た
あ

ん
な
事
を
し
た
と
か
、
基
本
は

と
て
も
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
人
だ

っ
た
が
、
た
ま
に
背
中
を
蹴
り

た
い
ほ
ど
憎
ら
し
い
時
も
あ
っ

た
、
な
ど
と
言
う
の
を
聞
い
た

覚
え
が
あ
っ
た
為
、
映
画
を
観

な
が
ら
な
る
ほ
ど
な
ぁ
、、
と

そ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
合
致

さ
せ
て
、
1
人
ほ
く
そ
笑
む

楽
し
み
も
あ
り
ま
し
た
。
指

揮
者
と
は
唯
一
、
自
分
自
身

で
音
が
出
せ
な
い
音
楽
家
で

す
。
そ
れ
だ
け
に
、
自
分
の

思
う
音
楽
を
演
奏
者
に
奏
で

て
も
ら
う
に
は
、
自
分
の
解

釈
、
哲
学
、
イ
メ
ー
ジ
な
ど

を
的
確
に
伝
え
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
に
音
を
出
し
て
も
ら
わ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
為

に
は
様
々
な
手
法
が
必
要
で

す
し
、
時
に
は
嫌
な
人
に
映

る
ほ
ど
の
、
強
い
個
性
も
当

然
あ
っ
た
事
で
し
ょ
う
。
で

も
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
の
場
合

傑
出
し
て
い
た
の
は
、
そ
の

懐
の
大
き
さ
と
、
人
間
愛
か

ら
来
る
並
々
な
ら
ぬ
カ
リ
ス

マ
で
は
な
か
っ
た
か
と
映
画

を
観
て
思
い
ま
し
た
。
指
揮

者
に
限
ら
ず
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
は
、
普
段
何
を
思
い
、
何

を
ど
う
選
び
、
ど
う
感
じ
て

い
る
か
、
が
そ
の
ま
ま
自
分

の
演
奏
や
作
品
と
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
人
間
性
こ
そ
が
そ
の

芸
術
の
土
壌
で
あ
り
、
結
局

面
白
い
の
は
そ
の
人
物
な
の

だ
、
と
言
わ
ん
ば
か
り
こ
の

映
画
、
来
月
の
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
が
ど
う
な
る
の
か
私
は
非

常
に
楽
し
み
で
す
。
で
は
ま

た
来
月
！

田
村
麻
子
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

タ
イ
ム
ズ
か
ら
も
「
輝
く
ソ

プ
ラ
ノ
」
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
る
声
楽
家
。
Ｎ
Ｙ
を

拠
点
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
、

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
ロ

イ
ヤ
ル
ア
ル
バ
ー
ト
ホ
ー
ル

な
ど
世
界
一
流
の
オ
ペ
ラ
舞

台
で
主
役
を
歌
う
。
Ｗ
杯
決

勝
戦
前
夜
コ
ン
サ
ー
ト
に
て

3
大
テ
ノ
ー
ル
と
共
演
、
ヤ

ン
キ
ー
ス
試
合
前
に
国
歌
斉

唱
な
ど
活
躍
は
多
岐
に
渡
る
。

２
０
２
１
年
に
公
共
放
送
網

(

Ｐ
Ｂ
Ｓ)

に
て
全
米
放
映
デ

ビ
ュ
ー
。
東
京
藝
大
、
マ
ネ

ス
音
楽
院
卒
業
。
京
都
城
陽

大
使
。

「マエストロ」に見た
指揮者の人間性と芸術性

2

田畑代表理事

https://shopnyseikatsu.com/
http://www.sakuracollection.com


・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

参加費：1人＄25、2人＄40
詳 細 は http://e53wellnessnyc.com/
campaign/1482

THEATRE/DANCE

■「Dance from the Heart」 ＝ 1/23　
17:00　会場（939  8th Ave.）イザベラ・
トーレスが主催するバレエスクール Petit 
Allonge Bella NY の定期勉強会（おさら
い会）。子供からプロまで、総勢 10 人の
ダンサーがパフォーマンスに参加。また
NY で活動中の韓国人バレリーナ Areum 
Jeong やエグレヴスキー・バレエ団の高
山まりも出演する。問い合わせは電話
929・655・0726 まで。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ART
■ SAKAI 絵 画 展「SAKAI ART SHOW 
2024」 ＝ 1/31 ま で　Uke Hut（36-01 
36th Ave. Long Island City）NY を拠点に
アーティスト、ボサノバアーティスト、
ウクレレマスター、シンガーソングライ
ターとして活動する SAKAI 氏の作品展。
60 点ほどの作品を展示する。入場無料。
詳 細 は https://www.sakaiartnewyork.
com/

（3）　　 ［文化・芸能］ 2024年（令和 6年）1月 20日（土）

柳
家
東
三
楼
落
語
公
演

20
日
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
で

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
：
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
）
舞
台
公
演
部
は
24
日
（
水
）

か
ら
26
日
（
金
）
ま
で
、
古
典

＆
現
代
舞
踊
「
21
世
紀
の
日
本

舞
踊
：
歌
舞
伎
舞
踊
か
ら
ボ
レ

ロ
ま
で
」
を
上
演
す
る
。

　

日
本
舞
踊
界
か
ら
重
鎮
・
花

柳
基
、
歌
舞
伎
役
者
と
し
て
も

人
気
の
吾
妻
徳
陽（
歌
舞
伎
名
：

中
村
壱
太
郎
）
を
迎
え
、
伝
統

的
な
歌
舞
伎
舞
踊
の
演
目
「
鳥

羽
絵
」
を
邦
楽
生
演
奏
付
き

で
、
後
半
に
は
西
洋
音
楽
の
不

朽
の
名
作
「
ボ
レ
ロ
」
に
大
胆

に
日
本
舞
踊
を
振
り
付
け
た
新

作
「
ボ
レ
ロ
〜
安
珍
清
姫
伝
説

〜
」
の
２
演
目
を
披
露
す
る
。

　

江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
「
鳥

羽
絵
」
は
、
漫
画
の
祖
先
と
言

わ
れ
る
戯
画
を
題
材
に
し
た
も

の
で
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
ユ
ー
モ

ア
と
笑
い
に
溢
れ
る
踊
り
。
一

方
「
ボ
レ
ロ
〜
安
珍
清
姫
伝
説

〜
」
は
モ
ー
リ
ス
・
ラ
ヴ
ェ
ル

の
名
曲
「
ボ
レ
ロ
」
に
合
わ

せ
、
恋
し
い
男
・
安
珍
を
追
い

か
け
る
う
ち
、
自
ら
の
情
念
に

飲
み
込
ま
れ
大
蛇
に
な
っ
て
し

ま
う
娘
・
清
姫
を
描
い
た
「
安

珍
・
清
姫
伝
説
」
を
語
る
も

の
。
振
付
は
、
四
世
宗
家
家
元

花
柳
壽
輔
に
師
事
し
、
古
典
舞

踊
を
基
盤
に
し
つ
つ
も
創
作
舞

踊
や
舞
台
・
テ
レ
ビ
・
メ
デ
ィ

ア
で
も
振
付
・
出
演
に
引
く
て

あ
ま
た
の
花
柳
源
九
郎
が
手
が

け
た
。
ふ
た
つ
の
舞
踊
演
目
を

は
さ
ん
で
、
三
味
線
・
歌
・
笛
・

囃
子
に
よ
る
邦
楽
演
奏
も
行
わ

れ
る
。
日
本
語
上
演
・
英
語
字

幕
付
き
。
各
公
演
の
上
演
１
時

間
前
に
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
立
大
学
サ
ン
・
バ
ナ
デ
ィ
ー

ノ
校
の
カ
ー
ク
・
カ
ネ
サ
カ
教

授
に
よ
る
プ
レ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
・
レ
ク
チ
ャ
ー
が
実
施
さ
れ

る
（
チ
ケ
ッ
ト
購
入
者
対
象
、

参
加
費
無
料
）。

　

入
場
料
は
一
般
55
ド
ル
、

Ｊ
Ｓ
会
員
44
ド
ル
。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://japansociety.org/
performing-arts

を
参
照
。

笑
い
落
語
会
を
開
催
す
る
。
演

目
は
初
天
神
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
舞
台
に
書
き
直
し
た
「
新

し
い
死
神
」。
ゲ
ス
ト
は
書
画

家
の
田
中
太
山
。
柳
家
東
三
楼

は
、
４
月
22
日
に
は
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
で
独
演
会
を
予
定
し

て
お
り
、
今
月
22
日
に
は
公
演

チ
ケ
ッ
ト
が
発
売
に
な
る
。「
落

語
を
通
し
て
世
界
に
優
し
さ
や

温
か
さ
を
提
供
し
て
、
落
語
を

Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
表
現
し

て
い
き
た
い
。
新
し
い
年
を
笑

っ
て
迎
え
ま
し
ょ
う
」
と
意
気

込
み
を
見
せ
る
。
チ
ケ
ッ
ト
は

前
売
り
30
ド
ル
、当
日
35
ド
ル
。

紐
育
落
語
会
会
員
25
ド
ル
。
メ

ー
ル
で
の
予
約
はtozaburo.

rsv@gmail.com

　

落
語
家
の
柳
家
東
三
楼
が
20

日
（
土
）
午
後
４
時
開
演
で
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
（
西
45

丁
目
49
番
地
５
階
）
で
新
春
初

 EVENT　
■日本のお正月を祝う家族向けプログラ
ム＝ 1/28　12:30　Japan Society（333 E 
47th St.）太鼓マサラによる和太鼓に合わ
せた獅子舞、餅つき、書き初め、和凧作
りなど、日本のお正月をテーマにしたア
クティビティが行われる。入場料：一般
$18、会員 $12、2歳以下は無料。
詳細は https://japansociety.org/ 
■ NYC・ウインター・アウティング＝
2/4 まで　観光オフシーズンに恒例の 4
つのプロモーションイベントが開催中。
宿泊費が 24％オフになる「ホテルウィー
ク」、プリフィックス料金で特別メニュー
が味わえる「レストランウィーク」、1枚
の値段で 2枚のチケットが手に入る「ブ
ロードウエーウィーク」と「マストシー
ウィーク」で冬のNYを楽しもう。
詳 細 は https://www.nyctourism.com/
nyc-winter-outing
■「Shoppe Object」 ＝ 2/4 ～ 2/6  PIER 
36（299 South St）世界中から魅力的な
製品が集まるホーム＆ギフト・トレード
ショー。今年は日本からも 30企業以上が
参加し、高品質な製品が展示される。今
回は PIER 36 と Skylight at Essex Crossing
（200 Broome St）の 2 つの会場で開催さ
れる、ショップオーナー必見の展示会。
詳細は https://shoppeobject.com

CLASS/SEMINAR
■書画家・田中太山の「笑文字オンライ
ン講座」＝ 1/25　20:00　NY を拠点に国
内外で活動する書画家、田中太山（たい
さん）による、筆ペン一つで描き上げる
筆アート講座。書いて楽しい、贈って喜
ばれる「笑文字（えもじ）」というユニー
クな書画を 1時間でマスターできる。用
意するものは筆ペンと紙。参加費 $25
詳 細 は https://pro.kurashifeed.com/
emoji-online/
■コロンビア大学産婦人科医、常盤まこ
と講演会「家族再考」＝ 2/11 11:00  NY
日系人会（49 W 45th St, 5F）「家族再
考」をテーマに、日米の出産・育児の考
え方の違い、その上で感じた夫婦の在り
方や育児の関わり方、海外生活・慣れな
い環境での子育ての悩みなどについて話
す。定員 70 人。問い合わせは電話 212・
980・4211（Ｅ 53 ウェルネススタジオ）

Photo © Edo-Tokyo Museum

21
世
紀
の
日
本
舞
踊　

歌
舞
伎
舞
踊
か
ら
ボ
レ
ロ
ま
で

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
24
日
か
ら
上
演

新
春
初
笑
い

楽しい
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 ■在NY日本国総領事館＝(212 )371 -
8222 ■NY日本商工会議所＝(212)246-
8001 ■日本クラブ＝(212)581-2223
 ■ N Y日系人会＝ ( 2 1 2 ) 8 4 0 - 6 9 4 2 
■ジェトロ＝(212)997-0400■ジャパ
ン・ソサエティー＝(212)832-1155

 ■日米ソーシャル・サービス ( J A S
S I )＝ (212 ) 442 - 1541  ■日米カウン
セリングセンター＝(212)720-4560 
■教育文化交流センター教育相談室＝
(914)305-2411 ■ウーマンカインド＝
DV日本語ホットライン(888)888-7702
 ■アガペハウス＝世界規模の駆け込
み寺「日本語110番」: www.Jhelp.com

「たすけて」■APICHA＝(866)274-
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キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
９
日
の
同
州
会
議
事

堂
で
、
就
任
後
３
度
目
と
な
る

施
政
方
針
演
説
を
行
い
、犯
罪
、

精
神
医
療
、
低
所
得
者
層
の
住

宅
、
教
育
、
交
通
、
消
費
者
保

護
、
Ａ
Ｉ
技
術
導
入
の
促
進
な

ど
に
関
す
る
２
０
０
項
目
以
上

の
２
０
２
４
年
度
の
議
題
を
提

示
し
た
。 

　

同
知
事
は
「
Ｎ
Ｙ
州
政
府
は

最
悪
な
日
々
に
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
を
支
援
す
る
」
と
し
、
議

案
に
は
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
や
万

引
き
の
根
絶
、
違
法
の
大
麻
販

売
店
の
取
り
締
ま
り
強
化
、
気

候
変
動
対
策
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
る
。
敢
え
て
見
え
に
く
く
し

た
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に

対
し
て
新
た
な
罰
金
制
度
を
設

け
、
不
正
乗
車
は
サ
ー
ビ
ス
の

窃
盗
罪
と
し
て
訴
追
す
る
。
物

議
と
な
っ
て
い
る
住
宅
政
策
に

関
し
て
は
、
同
州
が
所
有
す
る

駅
や
刑
務
所
そ
ば
の
土
地
に

１
万
５
０
０
０
棟
の
住
宅
を
建

設
、手
頃
な
価
格
の
住
宅
建
設
、

商
業
ビ
ル
の
住
宅
利
用
、
地
階

ア
パ
ー
ト
の
合
法
化
を
促
す
Ｎ

Ｙ
市
政
を
支
援
す
る
。 

　

教
育
に
関
し
て
は
、
高
校
の

シ
ニ
ア
学
年
の
成
績
上
位
10
％

の
生
徒
に
は
自
動
的
に
同
州
立

大
学
（
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
）
と
同
市
立

大
学
（
Ｃ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
）
へ
進
学
で

き
る
特
権
を
提
供
す
る
。
そ
の

ほ
か
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ

ン
の
誤
っ
た
描
写
の
一
掃
、
10

年
間
に
２
５
０
０
万
本
を
植
樹

す
る
緑
化
計
画
、
水
害
地
域
の

住
宅
の
同
州
の
買
収
、
Ｎ
Ｙ
市

内
の
最
高
速
度
を
時
速
20
マ
イ

ル
に
下
げ
る
、
な
ど
が
示
さ
れ

た
。
40
億
ド
ル
の
予
算
不
足
に

加
え
、
移
民
問
題
、
パ
レ
ス
チ

ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
戦
争
を
巡
る

抗
議
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
課

題
を
抱
え
る
な
か
、
ホ
ウ
ク
ル

州
知
事
と
し
て
は
今
年
11
月
５

日
に
行
わ
れ
る
大
統
領
選
挙
に

備
え
、
民
主
党
の
連
邦
議
会
で

の
多
数
派
を
奪
還
し
、
民
主
党

管
理
下
の
同
州
議
会
を
維
持
す

る
こ
と
を
確
実
に
し
た
い
と
こ

ろ
だ
。 

　

同
演
説
に
出
席
し
た
エ
リ
ッ

ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ
市
長
は
同

日
、
ホ
ウ
ク
ル
知
事
の
施
政
方

針
に
つ
い
て
「
Ｎ
Ｙ
市
を
よ
り

強
く
、
安
全
で
、
ア
フ
ォ
ー
ダ

ブ
ル
に
す
る
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
し
た
。
Ｎ
Ｙ
市
は
33
年
ま

で
に
50
万
戸
の
新
た
に
住
宅
を

建
設
す
る
壮
大
な
目
標
『
ゲ
ッ

ト
・
ス
タ
ッ
フ
・
ビ
ル
ド
（
建

て
て
し
ま
お
う
）』
が
あ
り
、

す
べ
て
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が

居
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
『
シ

テ
ィ
・
オ
ブ
・
イ
エ
ス
』
に
向

か
っ
て
い
る
。
こ
の
目
標
は
単

独
で
は
達
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
知
事
の
支
援
で
、
緊
急

に
市
民
が
求
め
て
い
る
住
宅
危

機
を
脱
す
る
た
め
の
立
法
に
議

員
た
ち
が
『
イ
エ
ス
』
と
言
っ

て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
知
事
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
刑
事

司
法
制
度
を
運
用
し
、
公
衆
安

全
、
公
正
、
繁
栄
を
前
提
と
す

る
こ
と
を
優
先
と
す
る
。
読
解

力
を
高
め
る
革
命
的
な
サ
イ
エ

ン
ス
・
オ
ブ
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

の
導
入
も
高
く
評
価
す
る
。『
医

療
負
担
を
ゼ
ロ
に
す
る
』
計
画

は
、
特
に
黒
人
や
褐
色
人
種
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
不
均
衡
な

医
療
費
負
担
を
考
慮
し
、
ホ
ウ

ク
ル
知
事
が
労
働
者
階
級
の
リ

ー
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し

て
い
る
」
と
声
明
で
伝
え
た
。 

　

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
美
術
館

は
13
日
、
新
館
長
に
エ
イ
ミ

ー
・
ハ
ウ
氏
を
発
表
し
た
。
エ

イ
ミ
ー
氏
は
１
９
８
６
年
に
イ

サ
ム
・
ノ
グ
チ
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
ノ
グ
チ
の
遺
産
と
財

団
を
世
界
的
に
有
名
な
美
術
館

へ
と
発
展
さ
せ
る
上
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の

後
、
２
０
１
５
年
ま
で
約
30
年

に
わ
た
り
同
館
で
さ
ま
ざ
ま
な

職
務
に
携
わ
っ
た
。
こ
こ
8
年

間
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点

と
す
るW

XY Architecture 
and Urban Design

の
マ
ネ

ー
ジ
ン
グ
・
プ
リ
ン
シ
パ
ル

を
務
め
て
い
る
。
特
別
展
「A 

Glorious Bewilderment
」

の
最
終
週
で
あ
る
マ
リ
ー
・
メ

ン
ケ
ン
の
「
ノ
グ
チ
の
視
覚
的

変
奏
曲
」
展
（
本
紙
２
０
２
３

年
10
月
7
日
号
既
報
）
は
2
月

4
日
に
閉
幕
す
る
が
、
１
月
12

日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ

紙
の
ア
ー
ト
セ
ク
シ
ョ
ン
に
１

ペ
ー
ジ
を
割
い
て
掲
載
さ
れ
る

な
ど
好
評
だ
。

　

米
全
国
紙
Ｕ
Ｓ
Ａ
ト
ゥ
デ
ー

電
子
版
は
ト
ラ
ン
プ
氏
支
持
者

ら
に
よ
る
連
邦
議
事
堂
襲
撃
事

件
か
ら
丸
３
年
と
な
る
１
月
６

日
、「
ア
ー
ノ
ル
ド
・
シ
ュ
ワ

ル
ツ
ェ
ネ
ッ
ガ
ー
氏
を
大
統
領

候
補
に
し
よ
う
」
と
い
う
論
説

記
事
を
掲
載
し
た
。（
１
面
に

記
事
）
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
ジ
ョ

ー
・
マ
シ
ュ
ー
ズ
氏
が
ベ
ン
チ

ュ
ラ
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
ス
タ
ー

に
書
い
た
記
事
を
転
載
し
た
も

の
で
、
憲
法
を
無
視
し
て
ト
ラ

ン
プ
氏
が
立
候
補
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
、
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ェ
ネ
ッ

ガ
ー
氏
も
立
候
補
で
き
る
と
い

う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
２
０
２
１
年

の
議
事
堂
襲
撃
事
件
を
め
ぐ
り

立
候
補
資
格
が
あ
る
の
か
問
わ

れ
て
い
る
。
修
正
憲
法
第
14
条

は
、
憲
法
の
宣
誓
を
誓
っ
た
後

に
「
反
乱
に
参
加
し
た
」
公
職

者
が
別
の
公
職
に
就
く
こ
と
を

禁
止
し
て
い
る
。
コ
ロ
ラ
ド
州

の
最
高
裁
所
は
昨
年
12
月
、「
反

乱
」
に
関
与
し
た
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
は
就
任
す
る
資
格
を
失
く

し
、
予
備
選
の
投
票
用
紙
に
名

前
を
記
載
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
の
判
決
を
下
し
た
。
コ
ロ

ラ
ド
州
最
高
裁
も
同
様
の
判
決

を
出
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
側
は

不
服
と
し
て
上
訴
。
２
月
に
連

邦
最
高
裁
で
審
理
が
行
わ
れ
る

が
、
保
守
派
判
事
が
多
数
派
で

あ
る
た
め
ト
ラ
ン
プ
氏
を
投
票

用
紙
に
残
す
判
断
と
な
る
こ
と

は
ほ
ぼ
確
実
と
見
ら
れ
る
。

　

シ
ュ
ワ
ル
ツ
ェ
ネ
ッ
ガ
ー
氏

は
憲
法
の
規
定
が
な
け
れ
ば
大

統
領
に
立
候
補
す
る
だ
ろ
う
と

昨
年
10
月
、
述
べ
て
い
た
。
マ

シ
ュ
ー
ズ
氏
は
、
最
高
裁
で
ト

ラ
ン
プ
氏
の
出
馬
が
認
め
ら
れ

る
な
ら
、
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ェ
ネ
ッ

ガ
ー
氏
も
出
馬
が
認
め
ら
れ
る

べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は

昨
年
12
月
27
日
、
２
０
２
３
年

１
月
１
日
か
ら
11
月
の
同
局
が

運
営
す
る
交
通
機
関
の
あ
ら
ゆ

る
項
目
を
数
字
で
表
示
し
た
年

次
報
告
「
バ
イ
・
ザ
・
ナ
ン
バ

ー
ズ
」
を
公
表
し
た
。 

　

同
局
は
同
報
告
に
つ
い
て
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
数
が

ど
れ
ほ
ど
回
復
し
た
か
、
地
域

の
経
済
復
興
に
同
局
が
ど
の
よ

う
に
貢
献
で
き
る
か
を
図
る
た

め
の
指
針
と
し
て
い
る
。
地
下

鉄
に
関
し
て
は
、
メ
ト
ロ
カ
ー

ド
の
読
み
取
り
回
数
が
最
多
だ

っ
た
の
は
、
６
３
０
万
回
の
７

番
線
の
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・
メ
イ

ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
駅
だ
っ
た
。

非
接
触
型
決
済
シ
ス
テ
ム
Ｏ
Ｍ

Ｎ
Ｙ
の
タ
ッ
チ
回
数
で
は
、
グ

ラ
ン
ド
・
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
で

５
４
０
万
回
だ
っ
た
。
ト
イ
レ

の
混
雑
が
最
も
著
し
か
っ
た
の

は
、
74
丁
目-

ジ
ャ
ク
ソ
ン
・

ハ
イ
ツ
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
・
ア

ベ
ニ
ュ
ー
駅
と
14
丁
目
・
ユ
ニ

オ
ン
・
ス
ク
エ
ア
駅
だ
っ
た
。

最
も
混
雑
し
た
路
線
は
６
番
線

で
、約
１
年
間
の
利
用
者
数
は
、

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
と
メ

ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
の
合
計
よ
り

も
多
い
約
１
億
４
０
０
０
万
人

だ
っ
た
。 

　

バ
ス
に
関
し
て
は
、
最
も
利

用
者
が
多
か
っ
た
の
は
Ｓ
Ｂ
Ｓ

の
Ｍ
15
路
線
で
１
６
４
０
万
人

が
利
用
し
た
。
最
も
走
行
距
離

が
長
か
っ
た
の
は
Ｂ
６
路
線
で

１
７
０
万
マ
イ
ル
、
最
も
利
用

者
が
多
か
っ
た
バ
ス
停
は
、
ク

イ
ー
ン
ズ
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
あ

る
ア
ー
チ
ャ
ー
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
・

ア
ッ
ト
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
・
バ
ー

ル
バ
ー
ド
で
平
日
の
乗
降
数
は

平
均
３
万
６
０
０
０
人
以
上
だ

っ
た
。

楽しい
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ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ
州
知
事

Ｎ
Ｙ
市
と
の
連
携
強
化

シ
ュ
ワ
ル
ツ
ェ
ネ
ッ
ガ
ー
氏
出
馬
の
正
当
性

Ｕ
Ｓ
Ａ
ト
ゥ
デ
ー
紙
が
論
説

公
共
交
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機
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利
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ベニューヨーク（太鼓）、Adam Robinson 
(尺八）、阿部公美（ピアノ伴奏）、市川純子 
 （ピアノ伴奏）、上井雅代（ソプラノ）、翔士 
(ジャズ、歌)、田村麻子（ソプラノ）、Triple 
D Dance Unlimited（ヒップホップダンス)、
松井綾香（ピアノ伴奏）、Meg Bless（歌）、
Rich Kameda （マジック）＆豪華ラッフル
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ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ
ー　

が
大
谷
翔
平
投
手
と
10
年
総
額

7
億
ド
ル
の
契
約
を
結
ん
だ
と

い
う
発
表
を
受
け
て
、マ
リ
ア
・

Ｍ
・
コ
ー
エ
ン
州
会
計
監
査
官

は
８
日
「
こ
の
契
約
は
、
大
谷

選
手
が
1
年
あ
た
り
２
０
０
万

ド
ル
を
受
け
取
り
、
残
額
を
約

10
年
間
繰
り
延
べ
る
と
い
う
も

の
で
、
そ
の
場
合
、
大
谷
選
手

は
日
本
に
帰
国
し
、
繰
り
延
べ

ら
れ
た
金
額
に
対
す
る
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
所
得
税
の
支
払
い

を
免
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と

の
声
明
を
発
表
し
、
連
邦
議
会

に
税
制
の
見
直
し
を
訴
え
た
。

大
谷
選
手
の
契
約
に
関
し
声
明

州
会
計
監
査
官
が
税
制
見
直
し
訴
え

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyjalc.org


（5）　　 ［社　会］ 2024年（令和 6年）1月 20日（土）

　

先
月
開
始
し
た
こ
の
新
コ
ラ

ム
で
は
、
帰
国
子
女
に
適
し
た

日
本
で
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

探
求
し
て
お
伝
え
す
る
、
と
い

う
内
容
で
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
き
っ
か
け
と
し
て
は
、
筆

者
は
海
外
で
習
得
し
た
言
語
ス

キ
ル
だ
け
で
な
く
、
積
極
性
や

主
張
表
現
等
の
ス
キ
ル
を
、
帰

国
後
の
学
校
で
無
駄
に
押
し
潰

さ
れ
て
い
る
子
ら
を
少
な
か
ら

ず
見
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。

今
回
も
前
回
に
引
き
続
き
、
京

都
で
同
志
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
の
校
長
・
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
を
さ
れ
て
い
る
ビ

シ
ャ
ル
・
ガ
ン
グ
リ
先
生
に「
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
カ
ロ

レ
ア
」（
Ｉ
Ｂ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き
し
ま

す
。

筆
者
：
前
回
で
は
、
Ｉ
Ｂ
で
は

一
つ
の
正
確
な
答
え
や
点
数
よ

り
も
、
幅
広
く
様
々
な
視
点
が

重
要
視
さ
れ
る
、
ま
た
学
業
だ

け
で
な
く
、
地
域
貢
献
、
社
会

性
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
な
ど
人
間
を 

“whole”

（
全
体
）
と
し
て
育

て
る
こ
と
が
、
大
学
進
学
に
も

繋
が
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
は
日
本
の
受
験
と
全
く
異

な
り
ま
す
が
。

校
長
：
子
供
は
受
験
の
た
め

に
学
習
す
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ

の
視
野
を
養
い
、
ま
た
学
習

上
で
も
探
究
的
・
知
的
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
熱
中
し
前
進
で
き

る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
。
Ｉ
Ｂ
は
、
高
２
、
高
３
で

取
る
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｄ
Ｐ
）
と
い
う
過
程

が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
進
路

に
合
わ
せ
て
上
級
科
目
を
３

つ
、
標
準
科
目
を
３
つ
、
そ
し

て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
核
に

は
、Theory of Knowledge(

Ｔ
Ｏ
Ｋ
、
知
識
の
理
論)

、

Extended Essay(

Ｅ
Ｅ
、
課

題
論
文)
、Creativity, Activity 

& Service(
Ｃ
Ａ
Ｓ
、
創
造
性
・

活
動
・
奉
仕)
の
3
科
目
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
エ
ッ
セ
イ
を

書
く
延
長
と
し
て
、
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
（
批
判
的

思
考
）
の
重
要
性
、
ま
た
そ
の

よ
う
な
深
い
レ
ベ
ル
で
分
析
す

る
楽
し
さ
と
い
っ
た
側
面
が
味

わ
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
知
識
や

ス
キ
ル
と
最
終
試
験
結
果
が
、

大
学
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

筆
者
：
海
外
大
学
進
学
に
は
か

な
り
有
利
に
な
る
よ
う
で
す

ね
。

校
長
：
も
ち
ろ
ん
国
や
大
学
に

よ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
米
国
な

ら
ま
ず
Ｓ
Ａ
Ｔ
や
Ｇ
Ｐ
Ａ
（
成

績
平
均
値
）
の
数
値
、
ま
た
ス

ポ
ー
ツ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

積
極
的
活
動
、
そ
し
て
エ
ッ
セ

イ
が
も
の
を
い
い
、
Ｉ
Ｂ
は
Ａ

Ｐ(Advanced Placement)

の
授
業
を
米
高
校
で
取
っ
て
い

る
こ
と
と
同
じ
く
有
利
と
な
り

ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
を
含
め
Ｅ
Ｕ

な
ど
の
大
学
は
、
も
ち
ろ
ん
出

願
時
に
科
目
評
価
や
試
験
結
果

が
大
い
に
考
慮
さ
れ
ま
す
。
最

重
要
な
こ
と
は
、
Ｉ
Ｂ
を
取
っ

て
進
学
に
有
利
に
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
は
全
く
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

筆
者
：
な
る
ほ
ど
。
た
だ
Ｉ
Ｂ

を
追
求
す
る
に
は
高
い
英
語
力

が
必
要
に
感
じ
ま
す
。
例
え

ば
、
帰
国
生
で
も
２
〜
３
年
し

か
現
地
に
お
ら
ず
、
あ
る
程
度

話
せ
て
も
、
学
年
レ
ベ
ル
の
学

習
英
語
力
が
あ
る
と
は
限
ら
な

い
子
ら
が
存
在
し
ま
す
。
た
だ

こ
の
子
ら
も
潜
在
能
力
は
必
ず

あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
Ｉ
Ｂ

校
と
し
て
は
、
こ
れ
を
ど
う
引

き
伸
ば
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ

う
か
。

校
長
：
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｉ

Ｂ
校 

が
、
そ
う
い
っ
た
生
徒

ら
に
ど
れ
だ
け
コ
ミ
ッ
ト
し
て

い
る
か
で
差
が
出
て
き
ま
す
。

例
え
ば
ク
ラ
ス
外
で
1
対
1
の

リ
テ
ラ
シ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
を
提

供
し
、
第
二
言
語
と
し
て
の
英

語
、
そ
の
文
法
構
造
や
文
の
構

築
に
つ
い
て
補
強
す
る
。
こ
れ

は
科
目
全
体
を
押
し
上
げ
る
た

め
の
と
て
も
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト

で
す
が
、
実
際
学
校
だ
け
で
は

子
ど
も
の
進
歩
は
調
整
で
き
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
日
本

で
学
校
と
塾
を
往
復
さ
せ
、
子

供
の
教
育
を
任
せ
っ
き
り
な
保

護
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
と
対

照
的
で
す
。
海
外
で
は
学
校
と

家
庭
は
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と

み
な
さ
れ
ま
す
。
学
校
で
は

様
々
な
支
援
の
仕
組
み
を
提
供

し
、
生
徒
ら
は
段
々
自
立
す
る

こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
一

方
、
学
校
で
も
家
庭
で
も
「
わ

か
ら
な
い
」
状
態
で
取
り
残
さ

れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
もIB

は
、
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。
保
護
者
の

方
々
は
家
庭
で
ど
ん
な
役
割
を

求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
熟
慮
し

て
み
て
下
さ
い
。　
（
つ
づ
く
）

（２）

　

13
日
午
前
、
火
曜
日
の
嵐
と

金
曜
夜
の
大
雨
の
影
響
で
ハ
ド

ソ
ン
川
が
増
水
し
て
氾
濫
。
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
対
岸
の
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
エ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ

ー
な
ど
河
川
沿
い
の
町
の
一
部

で
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。

　

同
区
の
、
ト
レ
ー
ダ
ー
ジ
ョ

ー
ズ
や
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
イ
ン
ホ

テ
ル
、
屋
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
飲
食
店
や
小

売
店
な
ど
が
あ
る
商
業
エ
リ
ア

の
広
大
な
パ
ー
キ
ン
グ
の
３
分

の
１
ほ
ど
が
完
全
に
水
没
し
、

何
台
も
の
車
が
池
の
よ
う
に
な

っ
た
駐
車
場
に
取
り
残
さ
れ

た
。
ホ
テ
ル
は
３
フ
ィ
ー
ト
浸

水
し
、
宿
泊
客
や
職
員
は
避
難

さ
せ
ら
れ
た
。

　

朝
10
時
過
ぎ
に
地
元
の
警
察

が
現
地
に
駆
け
つ
け
交
通
規
制

を
開
始
。
幹
線
道
路
か
ら
こ
の

商
業
エ
リ
ア
に
繋
が
る
３
か
所

の
出
入
り
口
の
う
ち
２
つ
が
封

鎖
さ
れ
た
の
で
、
買
い
物
客
の

車
が
１
箇
所
の
出
入
り
口
に
殺

到
し
大
混
乱
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
同
区
を
南
北
に
貫
く

唯
一
の
幹
線
道
路
、
リ
バ
ー
ロ

ー
ド
の
一
部
も
大
雨
の
影
響
で

冠
水
し
て
お
り
、
警
察
の
誘
導

で
迂
回
や
浅
め
の
部
分
を
通
過

す
る
よ
う
指
示
さ
れ
渋
滞
が
発

生
し
た
。
同
区
は
バ
ー
ゲ
ン
郡

の
法
律
で
日
曜
日
は
営
業
で
き

な
い
店
舗
が
多
く
、
土
曜
日
は

買
い
物
客
で
リ
バ
ー
ロ
ー
ド
の

交
通
量
が
増
え
る
の
だ
が
、
今

回
は
水
害
と
重
な
り
、
多
く
の

足
に
影
響
が
出
た
。

　

エ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
ハ
ド

ソ
ン
川
の
直
ぐ
横
に
店
舗
や
住

宅
が
連
な
っ
て
い
る
が
、
治
水

工
事
や
堤
防
建
設
な
ど
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
大
雨
が
降
る
と
直

ぐ
に
川
の
増
水
で
冠
水
す
る
こ

と
が
多
い
。
今
回
被
害
の
あ
っ

た
ホ
テ
ル
や
駐
車
場
も
過
去
に

何
度
も
水
没
を
繰
り
返
し
て
い

る
が
、
堤
防
建
設
な
ど
具
体
的

対
策
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
今

回
は
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
眺
め

ら
れ
る
美
し
い
景
観
の
維
持
を

優
先
す
る
の
か
、
住
民
の
安
全

を
優
先
す
る
の
か
、
決
断
が
必

要
だ
。
な
お
、
今
回
の
嵐
と
大

雨
で
は
同
州
の
パ
サ
イ
ッ
ク
川

も
氾
濫
し
て
流
域
の
町
に
多
く

の
浸
水
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

（
写
真
・
本
紙　

久
松
茂
）

　

10
日
午
後
12
時
半
前
、
コ
ニ

ー
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ネ
プ
チ
ュ
ー

ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
駅
付
近
で
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
行
き
の
Ｆ
列
車

が
低
速
で
レ
ー
ル
か
ら
脱
線
す

る
事
故
が
起
き
た
。
消
防
署
の

広
報
担
当
者
に
よ
る
と
、
列
車

の
4
両
目
の
車
輪
が
地
下
鉄
の

高
架
上
の
線
路
か
ら
外
れ
た
と

い
う
。
こ
の
事
故
で
負
傷
者
は

出
な
か
っ
た
が
、
乗
客
や
作
業

員
を
含
む
37
人
が
、
脱
線
し
た

列
車
の
前
後
に
あ
っ
た
レ
ス
キ

ュ
ー
カ
ー
を
使
っ
て
避
難
し

た
。
列
車
が
ど
の
よ
う
に
し
て

脱
線
し
た
の
か
は
ま
だ
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
事

故
は
「
線
路
の
問
題
」
で
あ

り
、
車
輪
が
レ
ー
ル
ベ
ッ
ド
か

ら
外
れ
た
こ
と
が
原
因
と
見
て

い
る
。市
内
の
地
下
鉄
事
故
は
、

1
月
4
日
に
ア
ッ
パ
ー
・
ウ
エ

ス
ト
・
サ
イ
ド
の
96
丁
目
駅
付

近
で
2
台
の
1
番
線
地
下
鉄
が

衝
突
脱
線
（
本
紙
１
月
13
日
号

既
報
）
し
て
以
来
、
1
週
間
足

ら
ず
で
2
件
目
。
前
週
の
1
番

地
下
鉄
事
故
と
は
異
な
り
、
10

日
の
脱
線
事
故
に
巻
き
込
ま
れ

た
Ｆ
列
車
は
新
型
で
、
飛
行
機

の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
似
た

「
イ
ベ
ン
ト
・
レ
コ
ー
ダ
ー
」

を
搭
載
し
て
い
る
。

　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
に

よ
る
と
12
日
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
南
行
き
Ｆ
ト
レ
イ
ン
の
屋
根

の
上
で
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
て
い

た
10
代
の
少
年
が
死
亡
し
た
。

事
故
は
午
後
2
時
過
ぎ
、
ア
ベ

ニ
ュ
ー
Ｎ
と
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

ア
ベ
ニ
ュ
ー
の
近
く
、
メ
ー
プ

ル
ト
ン
と
ミ
ッ
ド
ウ
ッ
ド
の
境

界
沿
い
で
発
生
し
た
。

　

Ｍ
Ｔ
Ａ
の
発
表
に
よ
れ
ば
、

市
内
で
最
後
に
確
認
さ
れ
た
地

下
鉄
乗
車
中
の
死
亡
事
故
は

２
０
２
３
年
12
月
4
日
。
事
件

の
目
撃
者
は
、
少
年
が
電
車
の

上
か
ら
落
ち
て
路
上
に
落
下
す

る
の
を
見
た
と
警
察
に
語
っ

た
。
救
急
隊
が
現
場
で
死
亡

を
宣
告
し
た
。 

少
年
は
14
歳

の
ア
ラ
ム•

レ
イ
ヤ
ス
君
だ
っ

た
。
昨
年
9
月
以
来
、
警
察
は

月
平
均
11
人
（
ほ
と
ん
ど
が
若

者
）
の
地
下
鉄
サ
ー
フ
ィ
ン
を

阻
止
し
て
い
る
。

ハドソン川が増水氾濫 Ｎ
Ｊ
州
エ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー
で

浸
水
被
害
が
発
生

地
下
鉄
ま
た
脱
線

今
度
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
Ｆ
ト
レ
イ
ン

１週間で２回

地
下
鉄
サ
ー
フ
ィ
ン
少
年
死
亡

ハドソン川に隣接したショッピングセンターの駐車場

冠水した道路

https://on-timelimo.com/
tel:9176780297
tel:2122136069


　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス

社
主
催
、
北
米
伊
藤
園
特
別
協

賛
の
「
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
２
４
」
が
１
月
よ
り
始
ま

っ
た
。
同
グ
ラ
ン
プ
リ
は
今
年

14
年
目
を
迎
え
、
９
年
前
か
ら

の
18
歳
未
満
部
門
、
７
年
前
か

ら
の
学
校
賞
の
設
置
に
よ
り
、

特
に
全
米
各
地
の
日
本
語
を
学

ぶ
生
徒
児
童
の
俳
句
の
応
募
が

増
え
て
い
る
。

　

昨
年
度
の
18
歳
未
満
部
門

は
、
金
賞
は
宇
佐
美
杏
里
彩
さ

ん
（
キ
ー
ス
ト
ー
ン
日
本
ク
ラ

ブ
）、
銀
賞
は
伊
是
名
ル
イ
さ

ん
（
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補

習
授
業
校
）、
銅
賞
は
富
松
健

太
郎
さ
ん
（
ボ
ス
ト
ン
日
本
語

学
校
）
に
贈
ら
れ
た
。
ま
た
学

校
賞
は
、
計
18
句
が
セ
ミ
フ
ァ

イ
ナ
リ
ス
ト
に
選
ば
れ
た
ボ
ス

ト
ン
日
本
語
学
校
に
贈
ら
れ

た
。

 　
学
校
も
し
く
は
学
級
で
ま

と
め
て
応
募
す
る
場
合
、
い
く

つ
か
の
例
外
を
設
け
て
い
る
。

ま
ず
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
応
募
が

可
能
。
13
歳
未
満
の
者
は
原
則

と
し
て
応
募
時
に
保
護
者
の
承

諾
書
が
必
要
だ
が
、
学
校
も
し

く
は
学
級
単
位
で
の
応
募
の
場

合
は
例
外
と
し
、
選
ば
れ
た
俳

句
に
関
し
て
の
み
、
学
校
代
表

も
し
く
は
担
任
の
先
生
経
由
で

保
護
者
の
方
へ
の
承
諾
を
得
る

手
順
を
取
っ
て
い
る
。

　

Ｅ
メ
ー
ル
で
の
応
募
の
際

「
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
４
」

は
、
次
の
内
容
を
明
記
の
上
、

応
募
を
。

　

特
に
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
な
い

の
で
、
メ
ー
ル
本
文
に
列
記
し

て
も
、
リ
ス
ト
な
ど
を
添
付
し

て
も
可
。
記
載
す
る
も
の
は
、

俳
句
・
名
前
・
学
年
・
年
齢
（
応

募
時
）・
在
住
州
、
代
表
者
の

方
（
担
任
な
ど
）
の
名
前
と
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
。

 　
応
募
は
１
月
〜
10
月
ま
で
、

毎
月
ひ
と
り
１
句
、
月
末
が
締

俳句で日本文化を楽しもう
学
校
単
位
の
参
加
募
集

め
切
り
。
選
ば
れ
た
句
は
、
本

紙
、
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
紙
上
で
発

表
す
る
。

 　
各
学
校
関
係
者
様
・
保
護

者
か
ら
は
「
俳
句
づ
く
り
を
通

じ
て
周
囲
の
小
さ
な
こ
と
に
気

を
遣
う
よ
う
に
な
っ
た
、
日
本

語
の
言
葉
を
色
々
意
識
す
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声

が
事
務
局
に
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
事
務
局
で
は
「
米
国
で
育

つ
子
供
た
ち
が
『
俳
句
』
を
よ

り
気
軽
に
楽
し
め
る
よ
う
18
歳

未
満
部
門
を
一
層
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
。
ぜ
ひ
全
校
で
毎
月

俳
句
を
作
っ
て
応
募
し
て
ほ
し

い
。『
新
俳
句
』
と
う
た
っ
て

い
る
通
り
、
季
語
な
ど
の
決

ま
り
ご
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
に

五
七
五
に
の
っ
と
っ
て
自
由
に

創
作
し
て
く
だ
さ
っ
て
け
っ
こ

う
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま

す
」
と
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
は　

Ｅ
メ
ー

ルhaikugrandprix@gmail.
com

　

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス

社
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
事
務

局
、
担
当
・
小
味
ま
で
。

作
品
受
付
を
開
始

応
募
は
10
月
ま
で
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新
し
い
年
が
明
け
る
と
同
時

に
日
本
か
ら
は
、
地
震
や
事
故

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
が
届
い
て
い

ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心

よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

す
。
災
害
や
自
死
に
よ
る
別
離

は
残
さ
れ
た
人
々
に「
な
ぜ
？
」

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
て
23
年

間
「
発
音
矯
正
の
駆
け
込
み

寺
」
と
し
て
多
数
の
日
本
人
の

発
音
の
悩
み
を
解
消
し
て
き
た

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ
の
「
ス
ラ
イ

ド
メ
ソ
ッ
ド
」。
著
作
『
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
発　

最
強
英
語
発

音
メ
ソ
ッ
ド　

音
声
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
版
』（https://amzn.

to/3MZbphK

）
が
１
月
26
日

に
発
売
さ
れ
る
。

　

日
本
語
と
英
語
の
口
の
開
け

方
や
筋
肉
の
違
い
を
細
か
く
研

究
し
、
検
証
を
積
ん
で
き
た
著

者
だ
か
ら
こ
そ
編
み
出
せ
た
画

期
的
な
メ
ソ
ッ
ド
。
２
０
１
８

年
に
Ｃ
Ｄ
ブ
ッ
ク
と
し
て
発
売

し
、
好
評
を
博
し
て
き
た
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
を
、
音
声
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
版
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

発
売
す
る
。
音
声
フ
ァ
イ
ル
が

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

英
語
学
習
ア
プ
リ
の
「
Ａ
Ｉ
英

語
教
材abceed

」
も
聴
く
こ

と
が
で
き
る
。

死
別

と
言
う
正
解
の
な
い
疑
問
を
も

た
ら
し
ま
す
。　

　

Ｔ
さ
ん
は
ご
家
族
を
自
死
で

亡
く
さ
れ
ま
し
た
。
あ
る
朝
、

い
つ
も
の
よ
う
に
会
社
に
向
か

い
、
翌
日
の
夕
方
に
警
察
か
ら

連
絡
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

続
く
と
思
っ
て
い
た
日
常
が

突
然
断
た
れ
、
直
後
は
感
覚
が

麻
痺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

周
囲
に
支
え
ら
れ
て
必
要
な
手

続
き
や
遺
品
の
整
理
等
で
毎
日

を
忙
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
そ

れ
ら
が
ひ
と
段
落
し
た
今
、
ぽ

っ
か
り
と
空
い
た
心
に
「
な

ぜ
？
」
と
い
う
疑
問
が
湧
き
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
相
談
し
て
く
れ
な
か
っ

た
の
か
？

　

自
分
は
な
ぜ
気
づ
か
な
か
っ

た
の
か
？

　

Ｔ
さ
ん
は
ま
た
、
本
当
に
理

由
を
知
り
た
い
の
か
、
知
っ
て

ど
う
す
る
の
か
と
自
問
し
ま
す
。

　

シ
ョ
ッ
ク
、
怒
り
、
交
渉
、

抑
う
つ
、
受
容
と
い
う
喪
失
に

伴
う
５
つ
の
様
相
を
紹
介
し
、

い
つ
ど
の
側
面
が
訪
れ
て
も
不

思
議
で
は
な
い
と
ご
説
明
し
ま

し
た
。
自
責
の
念
、
困
惑
、
愛

し
さ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
感
情

が
目
ま
ぐ
る
し
く
訪
れ
る
の
も

悼
み
の
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　

圧
倒
さ
れ
る
よ
う
な
こ
の
過

程
も
、
経
験
を
積
ん
だ
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
共
に
感
情
や
考
え
を

整
理
し
、
ご
自
身
な
り
の
結
論

を
導
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

  （
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床

心
理
療
法
士
、LCSW,CASAC

保
持
）

『ニューヨーク発　
最強英語発音メソッド
音声ダウンロード版』　
https://amzn.to/3MZbphK
2024/1/26　発売予定
著者　モリヤマハルカ

41

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
の
電
話

回
線
の
障
害
で
不
通
に

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
の
電
話
が
回
線
障
害
に
よ
り

１
月
12
日
か
ら
16
日
ま
で
つ
な

が
ら
な
い
状
態
と
な
っ
た
。
16

日
に「
在
留
邦
人
の
皆
様
に
は
、

大
変
御
不
便
を
お
掛
け
し
て
お

り
ま
す
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
」
と
の
連
絡
メ
ー
ル
を

発
出
し
た
。
原
因
に
つ
い
て
は

「
引
き
続
き
確
認
中
で
す
が
、

通
信
事
業
者
側
に
不
都
合
が
あ

っ
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
、
同
様
の
事
態
が
生
じ
な

い
よ
う
、
対
応
を
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
窓
口
対
応
は
通
常

通
り
行
い
ま
し
た
。
質
問
や
照

会
は
、
問
合
せ
メ
ー
ル
で
受
け

付
け
し
て
対
応
し
ま
し
た
」
と

い
う
。
同
総
領
事
館
の
電
話
は

昨
年
12
月
に
も
回
線
障
害
で
繋

が
ら
な
く
な
る
ト
ラ
ブ
ル
が
あ

っ
た
。

https://www.takenakapartners.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://myriverside.net/home
http://kkobo.com/
https://amzn
https://amzn
https://amzn.to/3MZbphK
mailto:haikugrandprix@gmail.com
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158
人
事
担
当
者
に
と
っ
て
の
生
成
Ａ
Ｉ
が

与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
（
そ
の
2
）

世
界
情
勢
の
展
望

多
分
野
か
ら
識
者
招
き
講
演
・
討
論
会

■
『
米
政
府
、
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
協
定
を
受
諾
、

日
本
に
続
き
2
か
国
目
』（
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
）
＝
米
国
政
府

は
1
月
5
日
、
イ
ン
ド
太
平
洋

経
済
枠
組
み
（
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
）
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
協
定
の
受

諾
書
を
寄
託
し
、
協
定
締
結

の
国
内
手
続
き
を
完
了
し
た
。

国
内
手
続
き
を
終
え
た
の
は
、

２
０
２
３
年
11
月
に
受
諾
書
を

寄
託
し
た
日
本
に
続
き
、
2
か

国
目
と
な
る
。

■『「
Ｃ
Ｅ
Ｓ
２
０
２
４
」開
幕
、

ジ
ェ
ト
ロ
は
ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ
リ

オ
ン
を
設
置
』（
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
発
）
＝
先
端
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
見
本
市
で
あ
る
「
Ｃ
Ｅ

Ｓ
２
０
２
４
」
が
1
月
9
日
に

米
国
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
開
幕
し
、

初
日
の
会
場
は
多
く
の
人
で
賑

わ
い
を
み
せ
た
。ジ
ェ
ト
ロ
は
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
集
ま

る
「
エ
ウ
レ
カ
パ
ー
ク
」
内
に

ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ
リ
オ
ン
を
設
置

し
た
。

■
『
バ
イ
デ
ン
米
政
権
、

6
億
２
３
０
０
万
ド
ル
の
Ｅ
Ｖ

充
電
器
設
置
助
成
金
受
給
者

を
発
表
、
50
万
基
達
成
へ
順

調
に
推
移
』（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

発
）
＝
米
国
運
輸
省
連
邦
道
路

局
（
Ｆ
Ｈ
Ｗ
Ａ
）
は
1
月
11
日
、

全
米
の
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）

充
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
向

け
た
6
億
２
３
０
０
万
ド
ル
の

助
成
金
の
支
給
対
象
と
な
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
発
表
し
た
。
今
回

の
助
成
金
発
表
に
先
立
ち
、
ア

リ
・
ザ
イ
デ
ィ
大
統
領
補
佐
官

兼
国
家
気
候
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は

記
者
会
見
で
「
２
０
２
３
年
に

は
全
国
に
約
17
万
基
の
充
電
器

を
配
備
し
た
。
50
万
基
の
充
電

器
を
設
置
し
て
全
国
的
な
基
幹

網
を
構
築
す
る
と
い
う
大
統
領

の
目
標
を
達
成
さ
せ
、（
さ
ら

に
）
そ
れ
を
上
回
る
よ
う
、
順

調
に
加
速
さ
せ
て
い
る
」
と
発

表
し
た
。

■
『
米
環
境
保
護
庁
、
ク
リ
ー

ン
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
で
約

10
億
ド
ル
の
助
成
金
受
給
者
を

発
表
』（
調
査
部
米
州
課
発
）

＝
米
国
環
境
保
護
庁
（
Ｅ
Ｐ

Ａ
）
は
1
月
8
日
、ク
リ
ー
ン
・

ス
ク
ー
ル
バ
ス
（
Ｃ
Ｓ
Ｂ
）
購

入
で
約
10
億
ド
ル
の
助
成
金
受

給
者
を
発
表
し
た
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
の

第
1
回
Ｃ
Ｓ
Ｂ
プ
ロ
グ
ラ
ム
助

成
金
コ
ン
ペ
で
67
件
が
選
出
さ

れ
、
７
０
０
万
人
以
上
の
生
徒

が
在
籍
す
る
37
州
の
２
８
０
学

区
で
２
７
０
０
台
以
上
の
Ｃ
Ｓ

Ｂ
購
入
に
使
用
さ
れ
る
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
短
信
の
詳
細
は
、

ジ
ェ
ト
ロ
北
米
ニ
ュ
ー
ス
１
月

５
日
号
を
参
照
。
問
い
合
わ
せ

は
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
。

Ｅ
メ
ー
ル　rept@jetro.

go.jp

　

世
界
最
大
の
人
事
管
理

担
当
者
協
会
で
あ
る
Ｓ
Ｈ

Ｒ

Ｍ
（Society of Human 

Resource Management

）

の
２
０
２
２
〜
23 Workplace 

Report 
に
よ
る
と
、
70
％
の　

生
成
Ａ
Ｉ
を
正
し
く
使
い
こ
な

す
よ
う
に
な
る
に
は
課
題
と
し

て
は
、
そ
の
よ
う
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
つ
ま
り
生
成
Ａ
Ｉ
を
習

得
す
る
た
め
の
効
果
的
な
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ト
レ

ー
ナ
ー
が
ど
う
し
て
も
必
要
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
す
べ
て
を

オ
ン
ラ
イ
ン
や
ビ
デ
オ
の
動
画

だ
け
で
習
得
さ
せ
る
の
は
、
Ｉ

Ｔ
技
術
者
で
は
な
い
人
事
担
当

者
に
は
ハ
ー
ド
ル
も
敷
居
も
高

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
効
果
的

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る
人

材
や
教
材
も
探
し
出
さ
ね
ば
な

ら
ず
、
一
朝
一
夕
と
い
う
わ
け

に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
生
成
Ａ

Ｉ
に
関
す
る
、
い
わ
ゆ
る
リ
ス

キ
リ
ン
グ
が
人
事
担
当
者
へ
の

今
後
の
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
る

の
で
す
が
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を

社
内
で
奨
励
す
る
立
場
に
あ
る

人
事
担
当
者
自
ら
が
そ
の
お
手

本
を
示
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
の
習
得

を
図
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
の
は
あ
る
意
味
、
ス

ト
レ
ス
の
あ
る
こ
と
で
も
あ

り
、
ま
た
そ
の
重
責
を
自
ら
担

う
立
場
に
も
あ
る
と
い
う
の
も

や
や
皮
肉
な
こ
と
だ
と
い
え
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
て

は
、
そ
こ
で
自
分
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
の
限
界
を
感
じ
て
燃
え
尽

き
て
し
ま
う
人
事
担
当
者
も
出

て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
ま
た
今
ま
で
も
社
内
で
複

雑
に
込
み
入
っ
た
い
く
つ
も
の

ソ
フ
ト
を
使
い
こ
な
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
っ
た
な

ら
ば
、
生
成
Ａ
Ｉ
習
得
の
た

め
に
さ
ら
な
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
疲
労
、
あ
る
い
は
デ
ジ
タ

ル
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
（Digital 

Overload

）
に
よ
る
過
剰
労
働

を
発
生
さ
せ
る
と
い
っ
た
要
因

に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
社
内
に
あ
る
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
棚
卸
し
と
い
う
こ
と

も
必
要
に
な
る
こ
と
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
今
ま
で
使
い
慣
れ
て

き
た
旧
来
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と

離
別
す
る
覚
悟
も
ど
こ
か
で
持

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
新
し
い
も
の
が
出

て
く
れ
ば
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
も
出
て
く
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
新
陳
代
謝
が
あ
っ

て
こ
そ
、
人
間
も
シ
ス
テ
ム
も

ス
ム
ー
ズ
な
稼
働
が
継
続
可
能

な
の
で
あ
り
、
古
い
も
の
が
い

つ
ま
で
も
居
残
っ
て
い
る
よ
う

な
ら
、
い
ず
れ
オ
ー
バ
ー
ロ
ー

ド
の
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
と

い
う
わ
け
で
す
。

　

最
後
に
結
論
と
し
て
繰
り
返

し
申
し
上
げ
ま
す
こ
と
は
、
生

成
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
人
事
担
当
者

の
業
務
が
す
べ
て
置
き
換
え
ら

れ
る
よ
う
な
こ
と
は
当
面
起
こ

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
も
の

の
、
ほ
ぼ
毎
日
の
繰
り
返
し
を

要
す
る
業
務
は
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ

っ
て
自
動
化
さ
れ
る
こ
と
は
論

を
待
た
な
い
よ
う
で
す
。
そ
の

分
飛
躍
的
に
生
産
性
が
高
め
ら

れ
、
業
務
の
精
度
も
向
上
し
た

部
分
を
人
間
に
し
か
で
き
な

い
業
務
に
割
り
当
て
て
い
く
、

つ
ま
り
従
業
員
と
のOne on 

One 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る

と
か
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
コ
ー

チ
ン
グ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
、
さ
ら
に
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
や
キ
ャ
リ
ア
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ

ン
ト
プ
ラ
ン
の
話
し
合
い
な

ど
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
は
不
向
き
な

業
務
に
重
点
を
置
い
て
人
事
担

当
者
の
時
間
を
割
い
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
で
し

ょ
う
。
そ
し
て
こ
こ
が
最
重
要

部
分
に
な
る
の
で
す
が
、
生
成

Ａ
Ｉ
頼
み
で
は
な
く
、
生
成
Ａ

Ｉ
の
成
果
物
を
吟
味
す
る
目
利

き
と
し
て
の
能
力
が
人
事
担
当

者
に
は
試
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
に
人
事
担
当
者
が
Ａ
Ｉ
に
こ

き
使
わ
れ
る
側
に
い
る
の
で
は

な
く
、
上
手
に
使
い
こ
な
す
側

に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
重
い
責
任
が
あ
る
こ
と
も
ま

た
紛
れ
も
な
い
事
実
で
は
な
い

か
と
思
う
次
第
で
す
。

酒
井 

謙
吉
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バイリン

グローバル・リスク・フォーラム   
ジャパン・ソサエティーで

２月７日
　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
）
ビ
ジ
ネ
ス
＆
政
策
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
２
月
７
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
か
ら
、Ｊ
Ｓ（
東

47
丁
目
３
３
３
番
地
）
に
て
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ス
ク
・
フ

ォ
ー
ラ
ム
：
２
０
２
４
年
世
界

情
勢
の
展
望
」と
題
し
た
講
演
・

討
論
会
を
開
催
す
る
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
か
ら
識
者
を
招
き
、

２
０
２
４
年
の
世
界
情
勢
を
左

右
す
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
地

政
学
、
経
済
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
観

点
か
ら
特
定
・
分
析
す
る
。

　

ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
ア
ン
ジ
ェ

ラ
・
バ
ラ
ン
コ
氏
（
ク
ラ
イ
メ

ー
ト
・
グ
ル
ー
プ
、
北
米
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
）、
木
村
浩
一
郎
氏 

（PwC Japan

グ
ル
ー
プ
代
表
、PwC

ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク 

バ
イ

ス
チ
ェ
ア
マ
ン
、
経
済
同
友
会

幹
事
）、
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ぺ
ト

レ
ア
ス
氏
（
Ｋ
Ｋ
Ｒ
グ
ロ
ー
バ

ル
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
会

長
、
元
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
）、
シ
ー

ラ
・
ス
ミ
ス
氏
（
米
外
交
問
題

評
議
会
ジ
ョ
ン
・
Ｅ
・
メ
ロ
ウ
・

ア
ジ
ア
太
平
洋
担
当
シ
ニ
ア
・

フ
ェ
ロ
ー
）、
ジ
ョ
セ
フ
・
Ｅ
・

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
氏
（
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
教
授
、
２
０
０
１
年

ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
経
済

学
者
）、
ジ
リ
ア
ン
・
テ
ッ
ト

氏
（
英
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
キ

ン
グ
ス
カ
レ
ッ
ジ
学
長
、
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
コ
ラ

ム
ニ
ス
ト
、
編
集
委
員
）。

　

参
加
費
は
一
般
95
ド
ル
、
Ｊ

Ｓ
会
員
65
ド
ル
（
法
人
会
員
は

各
登
録
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
レ

ー
ト
適
用
）。
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japansociety.org

を
参
照
。

　

ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

事
務
所
で
は
、
日
系
企
業
の
採

用
活
動
と
地
元
教
育
機
関
と
の

関
係
構
築
を
支
援
す
る
た
め
、

２
月
27
日
（
火
）
に
ケ
ン
タ
ッ

キ
ー
州
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
大
学
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
学
部
が
主
催

す
る
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ア
で
企
業

が
利
用
で
き
る
ブ
ー
ス
を
設
置

す
る
。
学
生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
ほ
か
、
企
業
の
知
名
度
を
高

め
、
教
職
員
や
他
企
業
と
交
流

す
る
良
い
機
会
と
な
る
。
参
加

企
業
数
は
約
２
０
０
社
。
参
加

学
生
数
約
１
０
０
０
人
で
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
学
部
を
中
心

に
、
全
学
部
の
学
生
の
参
加
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
開
催
時

間
は
午
後
２
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
。
会
場
は
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー

大
学
。
出
展
料
は
ジ
ェ
ト
ロ
負

担
。
申
し
込
み
締
め
切
り
は

２
月
10
日
（
金
）。
申
し
込
み

はhttps://www.jetro.go.jp/
form5/pub/nya/ktucareer

詳
細
はURL: https://www.

engr.uky.edu/career-co-
ops/events

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル　

noriko_ohara@jetro.go.jp　

担
当
・
大
原
さ
ん
。

と
な
っ
た
。カ
ル
フ
ー
ン
氏
は
、

ア
ラ
ス
カ
航
空
が
マ
ッ
ク
ス
9

を
素
早
く
接
地
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
で
、「
潜
在
的
に
、

他
の
航
空
機
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
た
」
と
も
語
っ

た
。

　

ア
ラ
ス
カ
航
空
が
運
航
す
る

旅
客
機
が
飛
行
中
に
窓
部
分
の

パ
ネ
ル
が
吹
き
飛
ん
だ
事
故
を

め
ぐ
り
、
ボ
ー
イ
ン
グ
の
カ
ル

フ
ー
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
9
日
、
従
業

員
に
向
け
て
、
過
ち
を
認
め

て
対
応
し
て
い
く
と
発
言
し

た
。
事
故
は
オ
レ
ゴ
ン
州
の
上

空
で
5
日
、
ア
ラ
ス
カ
航
空
が

運
航
す
る
旅
客
機
ボ
ー
イ
ン
グ

７
３
７
Ｍ
Ａ
Ｘ
９
の
客
席
後
部

の
窓
部
分
の
パ
ネ
ル
が
吹
き
飛

び
、
緊
急
着
陸
し
た
。

　

カ
ル
フ
ー
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
ま

ず
第
1
に
、
み
ず
か
ら
の
過
ち

を
認
め
た
う
え
で
１
０
０
％
、

完
全
な
透
明
性
を
も
っ
て
こ
の

問
題
に
取
り
組
む
つ
も
り
で
対

応
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。
事

故
を
受
け
、
連
邦
航
空
局
（
Ｆ

Ａ
Ａ
）
は
、
同
型
機
に
つ
い
て

一
時
的
に
運
航
を
停
止
す
る

よ
う
指
示
を
出
し
、
世
界
で

１
７
１
機
が
運
航
停
止
と
な
り

国
内
線
で
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン

の
Ｕ
タ
ー
ン
旅
行
客
が
空
港
で

足
止
め
さ
れ
ダ
イ
ヤ
は
大
混
乱

アラスカ航空が緊急着陸
ボーイング社ミス認める

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
大
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ア

ジ
ェ
ト
ロ
が
ブ
ー
ス
参
加
企
業
募
集

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
https://www.maxjob.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://japansociety.org
https://japansociety.org
https://japansociety.org
mailto:noriko_ohara@jetro.go.jp
https://www.jetro.go.jp/form5/pub/nya/ktucareer
https://www.engr.uky.edu/career-co-ops/events
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Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
メ
の
会

王
者
吉
田
実
代
迎
え
て

天
理
文
化
協
会
で
書
道
教
室

    

井
上
理
白
講
師
に
24
日
か
ら

日本美術コレクション
日本ギャラリーで２月９日から

ポール・ジェンキンスのこだわり

　

書
道
家
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
井

上
理
白
の
書
道
ク
ラ
ス
が
天
理

文
化
協
会
（
西
13
丁
目
43
Ａ
番

地
）
で
開
催
さ
れ
る
。
書
道
を

す
る
事
で
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
日

常
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
分
自
身

の
新
し
い
才
能
も
開
花
で
き
る

教
室
。
井
上
理
白
（
日
本
教

育
書
道
連
盟 

書
道
教
授
八
段
、

井
上
理
白
書
道
会
主
宰
）
は
昨

年
秋
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ビ
ザ
を

取
得
し
、
Ｎ
Ｙ
と
日
本
を
拠
点

に
世
界
に
向
け
て
活
動
し
て
い

る
。

 

日
本
で
25
年
以
上
書
道
指
導

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
京
都
倶
楽
部

は
近
畿
全
県
人
会
と
「
近
畿
連

合
」を
結
成
し
、２
月
４
日（
日
）

午
後
５
時
か
ら
７
時
ま
で
、
Ｎ

Ｙ
日
系
人
会
（
西
45
丁
目
49
番

地
５
階
）
に
て
節
分
を
祝
う
会

を
開
催
す
る
。
恵
方
巻
き
、
お

好
み
焼
き
、
た
こ
焼
き
、
焼
き

そ
ば
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
る
。

飲
み
物
は
各
自
で
持
参
す
る
。

各
県
の
自
慢
タ
イ
ム
、
関
西
人

を
し
て
い
る
井
上
理
白
は
、
多

く
の
書
道
師
範
を
育
成
し
た
経

験
と
、
神
経
言
語
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
（
Ｎ
Ｌ
Ｐ
）
心
理
学
の
マ

ス
タ
ー
資
格
を
活
か
し
、
美
し

い
線
の
書
や
自
身
が
満
足
で
き

る
書
を
最
短
で
書
け
る
よ
う
に

指
導
す
る
。
日
本
人
は
も
ち

ろ
ん
、
国
籍
問
わ
ず
誰
で
も

参
加
可
能
。
日
時
は
１
月
24

日
（
水
）、
25
日
（
木
）、
31

日
（
木
）
の
午
後
６
時
か
ら

７
時
30
分
ま
で
。
参
加
費
は

１
１
０
ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
は

rierihaku1964@gmail.com

ク
イ
ズ
な
ど
も
行
わ
れ
る
。
先

着
40
人
。
関
西
が
好
き
な
人
、

住
ん
だ
こ
と
が
あ
る
人
、
ゆ
か

り
の
あ
る
人
な
ら
歓
迎
。

　

参
加
費
は
35
ド
ル
（
当

日
現
金
に
て
支
払
う
）。
問

い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

nywakayamakenjinkai@
gmail.com

（
ま
ゆ
み
さ
ん
）

ま
で
。
参
加
希
望
者
は
専
用

リ
ン
クhttps://forms.gle/

nW2RY95sMtJ16YyX7

か

ら
申
し
込
む
。

　

第
42
回
Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
メ
の
会

が
２
月
５
日
（
月
）
午
後
７
時

30
分
か
ら
、
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ

ジ
のRESOBOX

（
３
番
街
91

番
地
）
に
て
開
催
さ
れ
る
。
今

回
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、

プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
の
吉
田
実
代
さ

ん
。
吉
田
さ
ん
は
鹿
児
島
県
鹿

児
島
市
出
身
。
第
８
代
Ｉ
Ｂ
Ｆ

女
子
世
界
バ
ン
ダ
ム
級
王
者
。

第
５
代
・
第
７
代
Ｗ
Ｂ
Ｏ
女
子

世
界
ス
ー
パ
ー
フ
ラ
イ
級
王

者
。
当
日
は
こ
れ
ま
で
の
道
の

り
と
、
ア
メ
リ
カ
に
来
て
か
ら

の
挑
戦
、
そ
し
て
今
後
に
つ
い

て
語
る
。
講
演
後
は
１
分
間
自

己
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
、
交
流
会
も

行
わ
れ
る
。

　

参
加
費
は
一
般
20
ド
ル
、
学

生
10
ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
・
予

約
は
Ｅ
メ
ー
ルny.entame@

gmail.com 

ま
で
。
詳
細
は

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

http://on.fb.me/1BLGuqz

を
参
照
す
る
。

の
国
立
西
洋
美
術
館
、
大
阪
の

国
立
国
際
美
術
館
な
ど
で
展
示

を
行
っ
た
。
こ
の
間
、
女
優
の

黒
柳
徹
子
な
ど
の
著
名
人
と
出

会
い
、
親
交
を
深
め
た
。
さ
ら

に
、
彼
の
イ
メ
ー
ジ
と
作
品
は

１
９
７
３
年
の
ウ
イ
ス
キ
ー

「
ロ
バ
ー
ト
ブ
ラ
ウ
ン
」
の
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
で
使
用
さ
れ
、
日

本
で
も
名
の
知
れ
た
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
だ
っ
た
。

　

同
展
は
、
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
の

生
涯
に
わ
た
る
情
熱
を
日
本
美

術
に
一
巡
さ
せ
た
公
の
場
で
開

催
さ
れ
る
初
め
て
の
展
覧
会

で
、
作
品
12
点
、
恩
師
で
あ
る

　

ア
メ
リ
カ
の
抽
象
表
現
主
義

画
家
ポ
ー
ル
・
ジ
ェ
ン
キ
ン

ス
（
１
９
２
３
〜
２
０
１
２
）

と
、
そ
の
妻
ス
ザ
ン
ヌ
・
ジ

ェ
ン
キ
ン
ス 

（
１
９
４
８
〜

２
０
２
３
）
の
日
本
美
術
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
紹
介
す
る
「
極
秘

の
こ
だ
わ
り
〜
画
家
ポ
ー
ル
ジ

ェ
ン
キ
ン
ス
と
日
本
美
術
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
〜
」
と
題
し
た
展
覧

会
が
、
２
月
９
日
（
金
）
か
ら

３
月
１
日
（
金
）
ま
で
、
日
本

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
日
本
ク
ラ
ブ
：

西
57
丁
目
１
４
５
番
地
７
階
）

に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
は
、
ポ
ロ
ッ

ク
、
ロ
ス
コ
、
マ
ザ
ー
ウ
ェ
ル

な
ど
と
同
時
期
に
名
を
馳
せ
た

画
家
で
、
型
破
り
な
絵
の
具
の

注
ぎ
方
、
豊
か
な
色
彩
の
抽
象

画
の
キ
ャ
ン
バ
ス
で
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
日
本
と
の
関

わ
り
が
深
く
、
１
９
６
０
年
代

か
ら
90
年
代
に
か
け
て
、
東
京

国
吉
康
雄
の
作
品
１
点
の
ほ

か
、
自
身
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
や
絵

画
と
と
も
に
優
れ
た
日
本
美

術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
す

る
。
２
月
９
日
（
金
）
午
後
６

時
か
ら
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
の
マ
ー
サ
・
ブ
ラ
ッ
ク
ウ

ェ
ル
ダ
ー
と
堀
佐
知
子
が
、
ジ

ェ
ン
キ
ン
ス
と
展
示
作
品
に
つ

い
て
説
明
す
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
の
学
生
ら
に
よ
る
雅
楽
の

演
奏
も
行
わ
れ
る
。
入
場
無

料
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.nipponclub.
org/?lang=ja

「融通念仏縁起絵巻」より 巻物断簡、紙本着色、江戸時代（18 世紀）

ポール・ジェンキンス、日本の新聞の写真、1964 年

Ｎ
Ｙ
京
都
倶
楽
部

節
分
を
祝
う
会

２
月
５
日
Ｅ
Ｖ
レ
ゾ
ボ
ッ
ク
ス
で

凝
縮
さ
れ
た
情
熱

初
公
開
の
展
覧
会

http://on.fb.me/1BLGuqz
http://on.fb.me/1BLGuqz
http://on.fb.me/1BLGuqz
http://on.fb.me/1BLGuqz
http://on.fb.me/1BLGuqz
https://forms.gle/nW2RY95sMtJ16YyX7
mailto:rierihaku1964@gmail.com
mailto:rierihaku1964@gmail.com
mailto:rierihaku1964@gmail.com
https://www.nipponclub.org/?lang=ja
https://shopnyseikatsu.com/
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ガ
バ
ナ
ー
ズ
・
ア
イ
ラ
ン
ド　

第
３
回
氷
彫
刻
シ
ョ
ー

次
の
通
り
。
１
位
リ
ッ
ジ
ウ
ッ

ド
（
ク
イ
ー
ン
ズ
）、
２
位
ハ

ン
タ
ー
ズ
ポ
イ
ン
ト
（
ク
イ
ー

ン
ズ
）、
３
位
ハ
ド
ソ
ン
ス
ク

エ
ア
（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
）、
４

位
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ハ
イ
ツ
（
ク
イ

ー
ン
ズ
）、
５
位
サ
ン
セ
ッ
ト

パ
ー
ク
（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
）、

６
位
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
（
ク
イ

ー
ン
ズ
）、
７
位
ウ
ッ
ド
サ
イ

ド
（
ク
イ
ー
ン
ズ
）、
８
位
グ

リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
（
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
）、
９
位
フ
ラ
ッ
ト
ブ
ッ
シ

ュ
（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
）、
10
位

カ
ー
ネ
ギ
ー
ヒ
ル
（
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
）。

　

ク
イ
ー
ン
ズ
区
で
ア
ジ
ア
系

が
多
く
住
む
エ
リ
ア
と
し
て
フ

ラ
ッ
シ
ン
グ
や
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ハ

イ
ツ
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
（
Ｌ

Ｉ
Ｃ
）
も
急
速
に
そ
の
仲
間
入

り
を
し
つ
つ
あ
る
。
２
０
２
０

年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
Ｌ
Ｉ

Ｃ
に
住
む
ア
ジ
ア
系
住
民
の
数

は
、
２
０
１
０
年
の
５
倍
に
増

加
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ジ
ア

系
企
業
に
よ
る
飲
食
店
な
ど
が

こ
こ
数
年
で
次
々
と
オ
ー
プ
ン

し
て
い
る
。

　

こ
の
地
域
に
あ
る
「
サ
イ
ク

ロ
（Cyclo
）」
は
、
ベ
ト
ナ
ム

の
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
・
フ
ー
ド
を

提
供
す
る
人
気
店
。
フ
レ
ン
チ

風
バ
ゲ
ッ
ト
に
さ
ま
ざ
ま
な
具

材
を
挟
ん
だ
バ
イ
ン
ミ
ー
、
米

麺
を
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
や
牛
肉
と

と
も
に
ス
ー
プ
で
食
べ
る
フ
ォ

ー
ヌ
ー
ド
ル
、
新
鮮
野
菜
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
サ
ラ
ダ
や
ベ

ジ
タ
リ
ア
ン
／
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
料

理
な
ど
が
ヘ
ル
シ
ー
で
美
味
し

い
と
好
評
を
得
て
い
る
。
こ
の

店
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
イ
ー
ス
ト

ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る
「V-Nam

カ

フ
ェ
」
の
オ
ー
ナ
ー
で
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
料
理
の
伝

説
的
シ
ェ
フ
と
い
わ
れ
て
い
る

ホ
ア
ン
・
リ
ェ
ン
氏
か
ら
得
た

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
も
と

に
作
ら
れ
た
も
の
。
コ
ン
デ
ン

ス
ミ
ル
ク
を
入
れ
た
本
場
ベ
ト

ナ
ム
コ
ー
ヒ
ー
も
お
す
す
め
。

美
味
し
い
ベ
ト
ナ
ム
料
理
が
食

べ
た
く
な
っ
た
ら
Ｌ
Ｉ
Ｃ
で
一

度
試
し
て
み
て
は
？　
　
（
高
）

ベ
ト
ナ
ム
の
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
・
フ
ー
ド
店

　

不
動
産
検
索
サ
イ
ト
の

StreetEasy

は
１
月
９
日
、

２
０
２
４
年
に
引
っ
越
し
を
考

え
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

レ
ン
タ
ー
向
け
に
、
注
目
す

べ
き
地
域
に
関
す
る
調
査
を

発
表
し
た
。StreetEasy

は
、

２
０
２
２
年
か
ら
23
年
に
か
け

て
検
索
件
数
が
最
も
増
加
し
た

地
域
を
集
め
て
デ
ー
タ
を
収

集
。
ク
イ
ー
ン
ズ
区
は
こ
の
１

年
に
、
よ
り
手
頃
な
価
格
の
地

区
に
賃
貸
人
が
集
ま
っ
た
た
め

リ
ス
ト
を
独
占
し
た
。

　

２
０
２
４
年
に
注
目
す
べ
き

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
10
の
地
域
は

　

ガ
バ
ナ
ー
ズ
・
ア
イ
ラ
ン

ド
・
ア
ー
ツ
と
タ
イ
ム
ズ
ス
ク

エ
ア
・
ア
ー
ツ
主
催
、
ガ
バ
ナ

ー
ズ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
第
３
回
氷

彫
刻
シ
ョ
ー
が
２
月
３
日（
土
）

に
開
催
さ
れ
る
。

　

こ
の
氷
の
彫
刻
シ
ョ
ー
は
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
作

品
案
を
公
募
し
、
選
ば
れ
た
10

人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
オ
カ
モ

ト
・
ス
タ
ジ
オ
の
氷
彫
刻
家
と

ペ
ア
を
組
み
、
２
時
間
の
公
開

イ
ベ
ン
ト
で
作
品
を
彫
る
。
来

場
者
は
氷
を
削
っ
て
つ
く
る
様

子
を
見
学
で
き
、
イ
ベ
ン
ト
の

最
後
に
は
「
ピ
ー
プ
ル
ズ
チ
ョ

イ
ス
賞
」
と
し
て
お
気
に
入
り

の
彫
刻
に
投
票
で
き
る
。
受
賞

作
品
は
、
オ
カ
モ
ト
ス
タ
ジ
オ

に
よ
っ
て
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア

に
設
置
さ
れ
、
毎
年
恒
例
の
バ

レ
ン
タ
イ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
の
ビ

ジ
ュ
ア
ル
・
ア
ン
カ
ー
と
し

て
使
用
さ
れ
る
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

govisland.com

を
参
照
す
る
。

引っ越し人気地区
クイーンズに注目度高まる

Cyclo
5-51 47th Ave.

Long Island City, NY
718-786-8309

https://www.cyclolic.com

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
消

防
士
た
ち
の
相
棒
と
し
て
活

躍
す
る
犬
や
動
物
た
ち
を
特

集
し
た
写
真
集
『Paws of 

Firefighters: The Dogs & 
Other Animals New York 
Firehouses

』（
シ
フ
ァ
ー
・

パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）
が
28
日
に

出
版
さ
れ
る
。 

　

写
真
家
の
エ
ミ
ー
・
パ
ー
ク

さ
ん
は
、
同
書
の
た
め
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
消
防
署
に
所

属
す
る
犬
33
匹
、
猫
２
匹
を
近

く
と
遠
く
か
ら
撮
影
し
た
。
表

紙
を
飾
る
ピ
ッ
ト
ブ
ル
雑
種
の

ア
シ
ュ
レ
ー
は
、
子
犬
の
時
に

違
法
薬
物
の
取
引
に
使
用
さ
れ

て
い
た
ス
タ
テ
ン
島
の
住
宅
で

発
見
さ
れ
保
護
さ
れ
た
。
ダ
ル

メ
シ
ア
ン
の
タ
ン
ク
は
ソ
ー
ホ

ー
の
は
し
ご
隊
８
で
30
年
間
務

め
た
が
、
同
時
多
発
テ
ロ
事
件

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
で
の
現

場
作
業
が
原
因
の
後
遺
症
を
長

年
患
い
２
０
２
１
年
に
亡
く
な

っ
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
写
真
に
は
、

パ
ー
ク
さ
ん
が
取
材
し
た
動
物

た
ち
に
ま
つ
わ
る
ス
ト
ー
リ
ー

が
綴
ら
れ
て
い
る
。 

　

パ
ー
ク
さ
ん
は
、
14
〜
18
年

に
キ
ュ
ー
バ
を
訪
れ
動
物
た
ち

の
撮
影
を
し
て
い
た
が
、
ハ
バ

ナ
の
消
防
署
に
保
護
さ
れ
た
野

良
犬
た
ち
に
出
会
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
消
防
隊
員
と
犬

た
ち
と
の
絆
に
魅
さ
れ
た
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
戻
っ
た
パ
ー
ク

さ
ん
は
、
犬
の
散
歩
中
に
地
元

の
は
し
ご
隊
で
働
く
犬
た
ち
と

知
り
合
い
、
18
年
に
消
防
犬
た

ち
の
撮
影
を
始
め
た
。
ペ
ッ
ト

犬
で
は
な
く
職
業
犬
と
し
て
の

任
務
を
果
た
す
一
方
で
、
消
防

士
た
ち
に
心
の
安
ら
ぎ
を
与
え

る
愛
ら
し
い
動
物
た
ち
の
同
写

真
集
は
１
部
29
ド
ル
99
セ
ン

ト
。 楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

動
物
は
消
防
士
の
相
棒

写
真
集
28
日
に
発
売
へ

http://www.jwsny.org
tel:5168833046
http://ariyoshiny.com
tel:5168833500
https://japaneseschool.org
https://hanamarumart.us/
https://japanvillage.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.cyclolic.com
https://www.govisland.com
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昨
年
ほ
ど
生
成
Ａ
Ｉ
に
対
す

る
脅
威
論
を
耳
に
し
た
年
は
な

か
っ
た
、
と
い
う
よ
り
昨
年
は

生
成
Ａ
Ｉ
脅
威
元
年
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
。『「
Ａ
Ｉ
ク
ソ
上
司
」
の
脅

威　

２
０
３
０
年
、
日
本
企
業

の
序
列
が
ひ
っ
く
り
返
る
』
と

い
う
面
白
そ
う
な
タ
イ
ト
ル
に

惹
か
れ
て
読
ん
だ
と
こ
ろ
、
起

こ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
分
析

し
て
そ
の
理
由
を
導
き
出
す
の

で
は
な
く
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
「
不

都
合
な
未
来
」
を
数
々
予
言
し

て
、
そ
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る

予
防
に
重
点
を
置
い
て
書
か
れ

て
い
る
。
ま
あ
実
際
、
未
来
に

何
が
起
こ
る
か
、
そ
の
予
想
通

り
に
確
実
に
な
る
と
い
う
保
証

も
約
束
も
な
い
の
で
ど
こ
ま
で

真
に
受
け
て
い
い
の
か
、
実
体

験
と
照
ら
し
併
せ
な
が
ら
考
え

て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　

人
間
よ
り
も
は
る
か
に
優
れ

た
知
識
の
集
積
と
、
表
現
す
る

こ
と
に
お
け
る
技
術
の
向
上
を

見
れ
ば
、
も
は
や
人
間
が
太
刀

打
ち
で
き
な
い
次
元
に
ま
で
Ａ

Ｉ
が
そ
の
高
み
に
達
し
て
い
く

こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く

が
、
そ
こ
で
筆
者
は
読
者
に
問

い
か
け
る
。「
そ
れ
で
あ
な
た

は
幸
せ
に
な
れ
ま
す
か
」
と
。

計
算
が
早
か
っ
た
り
、
判
断
が

間
違
い
な
く
誰
が
み
て
も
正
論

で
あ
る
答
え
を
瞬
時
に
導
き
出

せ
て
、
絵
や
写
真
も
、
合
成
と

Ｃ
Ｇ
作
画
技
術
の
進
歩
で
、
コ

ン
テ
ス
ト
を
す
れ
ば
、
人
間
の

作
っ
た
作
品
よ
り
も
Ａ
Ｉ
が
描

い
た
絵
や
写
真
の
方
が
優
れ
て

い
る
と
し
て
コ
ン
テ
ス
ト
で
優

勝
し
て
し
ま
う
。「
そ
れ
で
あ

な
た
は
幸
せ
で
す
か
」
と
。

　

映
画
館
に
入
れ
ば
、
上
映
時

間
開
始
か
ら
延
々
と
30
分
は
続

く
近
く
封
切
り
予
定
の
予
告
編

の
数
々
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の

新
作
は
、
大
空
を
太
古
の
野
鳥

や
ロ
ボ
ッ
ト
が
空
を
飛
び
交

い
、
大
爆
発
と
大
暴
走
。
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
実
写
で
は
な
く
Ｃ

Ｇ
で
作
り
出
さ
れ
た
映
像
で
あ

る
こ
と
は
、
現
実
的
に
は
無
理

な
撮
影
ア
ン
グ
ル
か
ら
見
れ
ば

明
ら
か
。迫
力
は
あ
る
け
れ
ど
、

そ
れ
は
い
ず
れ
飽
き
る
。
い
ず

れ
つ
ま
ら
な
く
な
る
。
例
え
る

な
ら
む
し
ろ
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル

と
は
無
縁
の
世
界
で
撮
影
さ
れ

た
小
津
安
二
郎
の
作
品
に
こ

そ
、
そ
の
映
像
に
惹
か
れ
る
の

が
人
間
の
心
な
の
だ
と
、
こ
の

未
来
予
測
の
Ａ
Ｉ
脅
威
本
を
読

ん
で
実
感
し
た
。

　

と
は
い
え
、
私
た
ち
の
日
常

に
は
、
す
で
に
Ａ
Ｉ
が
目
に
見

え
な
い
と
こ
ろ
で
大
活
躍
し
て

い
る
こ
と
も
ま
た
一
方
で
事
実

だ
。
私
事
で
恐
縮
だ
が
、
自
宅

で
定
期
購
読
を
し
て
い
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
の
配
達

が
、
来
た
り
来
な
か
っ
た
り
と

い
う
悪
戦
苦
闘
を
別
の
Ａ
Ｉ
関

連
本
の
書
評
で
も
書
い
た
が
、

カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
連
絡

す
る
と
「
チ
ャ
ッ
ト
」
機
能
が

あ
り
、「
た
だ
い
ま
、
フ
ラ
ン

ク
と
ボ
ブ
が
待
機
し
て
ま
す
」

と
あ
り
、
選
ぶ
と
「
は
い
、
い

つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
担
当
の
ボ
ブ
で
す
。
本
日

は
ど
の
よ
う
な
御
用
件
で
し
ょ

う
か
」
と
勿
論
英
語
で
聞
い
て

く
る
。「
新
聞
が
一
週
間
の
半

分
、
届
か
な
い
ん
だ
け
ど
な
ん

で
？
」
と
打
ち
込
む
と
「
誠
に

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
次
回

か
ら
は
絶
対
こ
の
よ
う
な
ご
迷

惑
は
か
け
な
い
よ
う
、
配
達
地

区
の
責
任
者
に
強
く
申
し
伝
え

ま
す
。他
に
何
か
御
用
件
は
？
」

と
な
り
「
な
ぜ
、
配
達
し
な
い

の
か
」
と
い
う
理
由
に
つ
い
て

は
と
う
と
う
答
え
が
引
き
出
せ

な
い
ま
ま
１
週
間
が
過
ぎ
て
、

や
っ
と
Ａ
Ｉ
と
会
話
を
し
て
い

た
こ
と
に
気
付
く
。
12
月
の
あ

る
日
、
配
達
さ
れ
た
新
聞
の
間

に
、
小
さ
な
白
い
封
筒
が
挟
ま

っ
て
い
た
。
中
に
「
貴
方
の
配

達
人
よ
り
」
と
書
か
れ
た
グ
リ

ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
が
入
っ
て

い
た
。
心
ば
か
り
の
チ
ッ
プ
の

小
切
手
を
封
筒
に
入
れ
て
返
信

し
た
。
１
週
間
後
か
ら
、
無
造

作
に
玄
関
に
放
り
投
げ
ら
れ
て

い
る
の
は
変
わ
ら
な
い
が
、
新

聞
に
名
前
と
住
所
が
印
刷
さ
れ

た
ラ
ベ
ル
が
つ
い
て
配
達
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル

と
ア
ナ
ロ
グ
の
狭
間
で
私
た
ち

は
生
き
て
い
る
の
だ
。
お
そ
ら

く
Ａ
Ｉ
の
未
来
も
。　
（
三
浦
）

 AI と現実の狭間で生きる未来
鈴木貴博・著

PHP ビジネス新書・刊

■きものが着たい（群ようこ、角川文庫）日常的に着物を
着こなす著者のもとに、さまざまな相談事が舞い込んでく
る。母の着物を大量に受け継いだ。お祝い事で着てみたい。
着たいという気持ちさえあれば、それは着物の世界に踏み
出す絶好の機会。着付けの練習法や道具選びもわかる、着
物を自由に装うためのエッセイ。■本心（平野啓一郎、文
春文庫）AIで急逝した最愛の母を蘇らせた朔也。孤独で純
粋な青年は、幸福の最中で「自由死」を願った母の「本心」
を探ろうとAIの母との対話を重ね、やがて思いがけない
事実に直面する。格差が拡大し、メタバースが日常化した
2040年代の日本を舞台に、愛と幸福、命の意味を問いか
ける。■ブッダという男（清水俊史、ちくま新書）ブッダ
は平和主義者でもなければ万人の平等を唱えたわけでもな
かった。これまでの解釈を斥け、初期仏典の丹念な読解か
らその先駆性に迫る革新的なブッダ論。近代的仏教理解、
合理的なブッダ像を立てることの恣意性などから距離を
取ったブッダ入門の書。■龍の髭 - 小烏神社奇譚（篠綾子、
幻冬社時代小説文庫）江戸の人々を悩ませる不眠と悪夢の
元凶だった鵺を退治した竜晴達。だが「これで終わりと思
うな」という鵺の言葉通り、再び蜃気楼が現れ、それと共
に小烏丸が姿を消す。小烏丸を捜す旅に出た竜晴と泰山は、
旅先で平家一門を診ている泰山そっくりの医者に遭遇す
る。小烏神社奇譚シリーズ第8弾。■もう一杯だけ飲んで帰ろう。（角田光代・
河野丈洋、新潮文庫）居心地最高な西荻窪の焼鳥屋、喧噪を忘れる新宿の蕎
麦屋、朝まで開いている中野の鮨屋に、激辛好きも唸る吉祥寺のラオス・タ
イ料理店。今日もまた、うまい肴と好きな人との時間をアテに、つい頼んで
しまうもう一杯。夫婦で綴る、めくるめく「外飲み」エッセイ。文庫書き下
ろし「乗り越えて釜山タコ鍋旅」も収録。■まったりしながら引き寄せる（こ
うちゃん、SBクリエイティブ）「いい気分でくつろぐ」ことが、引き寄せの
カギになる。人気YouTube チャンネル「エイブラハムQ&A」のこうちゃん
が紹介する、ラクに心地いいまま夢を叶える方法と「努力不要」の引き寄せ論。
愛に溢れた、世界一わかりやすい引き寄せの教科書。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

着
物
を
自
由
に
着
こ
な
そ
う
。
最
愛
の
母
を
Ａ
Ｉ
で
蘇
ら
せ
、
本
心
を
知
る
。
初
期
仏

典
を
読
み
と
く
。
篠
綾
子
の
時
代
小
説
シ
リ
ー
ズ
第
８
弾
。
角
田
光
代
が
夫
と
綴
る
、
外

飲
み
エ
ッ
セ
イ
。「
い
い
気
分
で
く
つ
ろ
ぐ
」
こ
と
が
引
き
寄
せ
の
カ
ギ
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
俳
優
の
由

水 

南
（
ゆ
う
す
い
・
み
な
み
）

さ
ん
に
よ
る
初
著
書
『
今
日
か

ら
始
め
るSHOW

 UP

の
習
慣　

選
ば
れ
な
か
っ
た
私
の
そ
れ
で

も
折
れ
な
い
心
の
作
り
方
』（
イ

マ
ジ
カ
イ
ン
フ
ォ
ス
刊
）
の
出

版
記
念
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
＆
サ
イ

ン
会
が
、
1
月
19
日
（
金
）
午

後
12
時
30
分
か
ら
、
紀
伊
國
屋

書
店
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
店
（
ア

ベ
ニ
ュ
ー
・
オ
ブ
・
ジ
・
ア
メ

リ
カ
ス
１
０
７
３
番
地
、
41
丁

目
）
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

世
界
一
厳
し
い
街
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
13
年
間
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
続
け
て
夢
を
叶
え
た
現
役
ブ

ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
俳
優
が
教
え

る
、
選
ば
れ
な
く
て
も
折
れ
な

い
メ
ン
タ
ル
の
作
り
方
。
幼
少

期
に
出
会
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

で
、
英
単
語
１
つ
し
か
理
解
で

き
な
か
っ
た
少
女
は
、
い
か
に

し
て
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
の
舞
台

に
立
っ
た
の
か
。

　

失
敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
続
け
る
た
め
に
、
今
日
か
ら

始
め
ら
れ
る
マ
イ
ン
ド
シ
フ
ト

の
習
慣
を
伝
授
す
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
＆
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
か

ら
の
学
び
が
エ
ッ
セ
ン
ス
と
し

て
詰
ま
っ
た
本
。

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
俳
優

由
水 

南　

出
版
記
念
イ
ベ
ン
ト

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 ～ 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
    In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店
United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://usa.kinokuniya.com/
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燃
え
さ
か
る
炎
の
な
か
、
ア

タ
ツ
ヒ
メ(

神
阿
多
都
比
売)

別
名
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
は

「
三
火
神
」
の
ホ
デ
リ
（
火
照

命)

別
名
・
ウ
ミ
サ
チ
ヒ
コ（
海

幸
彦)

、
次
に
ホ
オ
リ
（
火
遠

理
命)

別
名
・
ヤ
マ
サ
チ
ヒ
コ

(

山
幸
彦)

、
そ
し
て
ホ
ノ
ア

カ
リ(

火
明
命)

を
生
ん
だ
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
『
記
・
紀
』

に
よ
る
違
い
が
あ
る
。
そ
の
な

か
で
古
事
記
に
も
登
場
し
な
い

ホ
ノ
ア
カ
リ
の
別
名
は
、『
旧

事
記
』
に
よ
る
と
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ

コ
ト(

瓊
瓊
杵
尊)

の
兄
の
ニ

ギ
ハ
ヤ
ヒ(

饒
速
日
命)

で
、

正
し
く
は
「
天
照
国
照
日
子
天

火
明
櫛
玉
饒
速
日
命
」と
い
う
。

『
記
・
紀
』
に
て
多
く
語
ら
れ

て
い
な
い
が
、
彼
は
天
盤
船
に

乗
っ
て
ヤ
マ
ト
に
天
降
り
、
当

時
、
第
1
期
ヤ
マ
ト
王
朝
の
エ

ミ
シ(

本
来
の
天
皇
族)

で
大

和
地
方
を
支
配
し
て
い
た
ウ
ガ

ヤ
族
の
ナ
ガ
ス
ネ
ヒ
コ(

長
髄

彦)

の
妹
の
ミ
カ
シ
キ
ヤ
ヒ
メ

(

未
炊
屋
媛)

を
め
と
り
、
天

香
山
命
、
宇
麻
志
麻
治
命
と
い

う
子
ど
も
を
も
う
け
て
、
の
ち

に
神
武
東
征
に
加
わ
り
、
物
部

氏
、
海
部
氏
、
尾
張
氏
な
ど
の

祖
と
な
っ
た
説
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
あ
る
日
、
海
彦
・

山
彦
兄
弟
は
猟
具
を
交
換
し
て

ヤ
マ
ヒ
コ
は
魚
釣
り
に
出
か
け

る
も
兄
の
釣
り
針
を
失
く
し
て

途
方
に
暮
れ
て
い
る
と
シ
オ
ツ

チ
ノ
カ
ミ(

塩
椎
神)

か
ら
、

海
底
の
宮
殿
に
行
く
よ
う
に
言

わ
れ
さ
っ
そ
く
赴
く
。
そ
し
て

海
神
の
オ
オ
ワ
タ
ツ
ミ(

大
綿

津
見
神)

と
、
ヤ
マ
ヒ
コ
を
見

る
な
り
結
婚
を
決
め
た
娘
の
ト

ヨ
タ
マ
ヒ
メ(

豊
玉
姫)

に
歓

迎
さ
れ
、
な
く
し
た
釣
り
針
を

探
し
始
め
、
咽
喉
に
釣
り
針
が

引
っ
か
か
っ
た
鯛
が
い
た
の
で

調
べ
る
と
兄
の
も
の
だ
っ
た
。

ヤ
マ
ヒ
コ
は
数
年
間
そ
こ
に
留

ま
っ
て
か
ら
釣
り
針
を
返
し
に

行
く
も
ウ
ミ
ヒ
コ
の
怒
り
は
収

ま
ら
ず
、
兄
に
呪
い
を
か
け
て

屈
服
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
ト
ヨ

タ
マ
ヒ
メ
は
、
地
上
で
の
出
産

を
覗
く
な
と
告
げ
る
も
ヤ
マ
ヒ

コ
が
禁
を
破
っ
た
の
で
、
ウ
ガ

ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト(

鸕

鶿
草
葺
不
合
尊
）
を
生
む
と
海

に
去
っ
た
。
そ
の
妹
タ
マ
ヨ
リ

ヒ
メ(

玉
依
姫)

に
よ
り
育
て

ら
れ
成
人
し
た
フ
キ
ア
エ
ズ

は
、
な
ん
と
叔
母
で
あ
る
タ
マ

ヨ
リ
ヒ
メ
を
妻
に
し
て
４
人
の

子
を
も
つ
。
そ
し
て
そ
の
内
の

ワ
カ
ミ
ケ
ヌ
ノ
ミ
コ
ト(

若
御

毛
沼
命)

は
神
話
上
の
初
代
・

神
武
天
皇
と
な
る
。ち
な
み
に
、

韓
国
の
古
代
史
に
よ
る
と
伽
耶

国
の
本
家
は
上
伽
耶
で
「
ウ
ガ

ヤ
」
を
称
す
る
。
ま
た
そ
の
名

が
あ
る
の
は
、
神
武
の
王
朝
が

天
つ
神
の
系
譜
の
な
か
で
も
最

高
の
血
筋
で
あ
り
『
東
日
流
外

三
郡
誌
』『
竹
内
文
書
』
に
よ

る
と
、
神
武
王
朝
以
前
に
ウ
ガ

ヤ
王
朝
が
七
十
三
代
続
い
て
い

た
と
い
う
。

　

さ
て
、(

株)

ク
ロ
ス
フ
ォ

ー
か
ら
木
花
佐
久
夜
毘
売
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
ペ
ン
ダ
ン
ト
花
雫

(HANASHIZUKU)

が
で
た
。

　

津
延
美
衣
（
つ
の
べ
み
え
）

＝
Ｎ
Ｙ
州
立

大
学
Ｆ
Ｉ
Ｔ

卒
業
。
米
国

宝
石
学
会
鑑

定
士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等

の
知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽

し
く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ

ラ
ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

兼
ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー

ル
。
美
時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：

http//mijikan.blogspot.
com/

（株）クロスフォー　
ペンダント花雫

(HANASHIZUKU）

72

山
梨
と
宝
石
「
日
本
の
神
々
『
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク

ヤ
ヒ
メ
（
木
花
佐
久
夜
毘
売
）』　

２
」　

45

　

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の

あ
の
日
を
、
私
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
迎
え
た
。
朝
起
き
る
と
、

日
本
に
い
る
家
族
か
ら
は
無
事

を
知
ら
せ
る
メ
ー
ル
が
、
私
が

東
京
に
い
る
と
思
っ
て
い
た
友

人
か
ら
は
安
否
を
尋
ね
る
メ
ー

ル
が
続
々
と
届
い
て
い
た
。

　

あ
わ
て
て
テ
レ
ビ
を
つ
け
る

と
、
大
津
波
に
村
ご
と
飲
み
込

ま
れ
る
映
像
が
繰
り
返
し
流
さ

れ
て
い
た
。
す
ぐ
に
で
も
日
本

に
飛
ん
で
帰
り
た
か
っ
た
。
眠

れ
な
い
夜
が
続
い
た
。
仕
事
も
手

に
つ
か
ず
、
テ
レ
ビ
の
悲
惨
な

映
像
を
見
て
は
、
涙
し
て
い
た
。

無
力
感
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
。

　

母
国
の
大
惨
事
に
、
と
も
に

日
本
で
痛
み
を
分
か
ち
合
え
な

い
こ
と
が
辛
か
っ
た
。
こ
れ
と

同
じ
感
覚
を
味
わ
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
ち
ょ
う
ど
十
年
前
の

二
〇
〇
一
年
九
月
十
一
日
だ
。

そ
の
数
日
前
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
発
ち
、
東
京
で
あ
の
事
件
を

知
っ
た
私
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
人
々
と
と
も
に
い
ら
れ
な
い

こ
と
が
、悔
し
く
悲
し
か
っ
た
。

　

震
災
の
日
の
午
後
、
米
企
業

の
人
事
部
で
働
く
友
人
の
ジ
ェ

ネ
フ
ァ
ー
か
ら
、
義
援
金
を
募

る
社
内
メ
ー
ル
が
私
の
元
へ
転

送
さ
れ
た
。
そ
の
迅
速
さ
に
驚

い
た
。
日
本
と
は
直
接
、
関
わ

り
の
な
い
企
業
だ
が
、
多
数
の

社
員
か
ら
被
災
者
を
援
助
し
た

い
と
の
声
が
あ
が
っ
た
と
い
う
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
む
知
り

合
い
の
韓
国
人
女
性
、
グ
レ
イ

ス
は
、
韓
国
系
の
子
ど
も
た
ち

が
週
末
に
通
う
補
習
校
を
設
立

し
、
昨
年
度
ま
で
校
長
を
務
め

て
い
た
。
校
長
の
座
を
退
い
た

今
も
、
毎
週
土
曜
日
の
早
朝
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
、
タ

ク
シ
ー
で
学
校
に
向
か
う
。

　

東
日
本
大
震
災
の
翌
日
は
、

土
曜
日
だ
っ
た
。
グ
レ
イ
ス
が

タ
ク
シ
ー
に
乗
り
込
む
と
、
開

口
一
番
、
運
転
手
が
言
っ
た
。

　

日
本
の
人
た
ち
の
た
め
に
、

祈
っ
て
い
る
ん
だ
。
彼
は
何
年

も
グ
レ
イ
ス
を
学
校
ま
で
送
り

届
け
て
き
た
か
ら
、
彼
女
が
日

本
人
で
は
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
知
っ
て
い
る
。

　

誰
か
に
言
わ
な
け
れ
ば
、
い

ら
れ
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

み
ん
な
が
そ
う
い
う
思
い
だ
っ

た
ん
で
す
よ
。
グ
レ
イ
ス
は
、

私
に
言
っ
た
。

　

大
震
災
の
四
日
後
、
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ハ
イ
ア
ニ
ス
か

ら
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ま
で
、
長
距

離
バ
ス
に
八
時
間
、
乗
っ
た
。

途
中
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州

の
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
で
バ
ス
を
乗

り
換
え
た
。
運
転
手
は
言
葉
遣

い
が
と
て
も
て
い
ね
い
で
、
誠

実
な
人
柄
が
に
じ
み
出
て
い
た
。

　

私
は
反
対
側
の
最
前
列
に
す

わ
っ
て
い
た
の
で
、
プ
ロ
ビ
デ

ン
ス
は
水
辺
の
美
し
い
街
で
す

ね
、と
運
転
手
に
話
し
か
け
た
。

彼
は
う
な
ず
き
、話
し
始
め
た
。

ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
は
、
ア
メ

リ
カ
建
国
十
三
州
の
ひ
と
つ

で
、
全
米
五
十
州
で
一
番
小
さ

い
け
れ
ど
、
名
前
は
一
番
長
い

ん
で
す
よ
。State of Rhode 

Island and Providence 
Plantations

。
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス

は
一
六
三
六
年
に
ロ
ジ
ャ
ー
・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
が
入
植
し
、「
神

の
慈
悲
深
い
摂
理
」
と
い
う
意

味
な
ん
で
す
。

　

そ
う
説
明
し
終
え
、
私
に
聞

い
た
。
ど
れ
だ
け
ア
メ
リ
カ
史

に
詳
し
い
か
知
り
ま
せ
ん
け
れ

ど
、
あ
な
た
は
ア
メ
リ
カ
生
ま

れ
で
す
よ
ね
。

　

い
え
、
日
本
で
す
。

　

日
本
か
ら
。
そ
う
言
う
と
、

彼
は
黙
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ

の
あ
と
も
、
彼
の
車
内
放
送
は
て

い
ね
い
で
、
車
間
距
離
を
十
分

に
取
り
、
安
全
運
転
だ
っ
た
。

　

深
夜
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
ポ
ー
ト
オ
ー

ソ
リ
テ
ィ
に
到
着
し
た
。
運

転
手
は
ド
ア
の
脇
に
立
っ
て
、
乗

客
ひ
と
り
ひ
と
り
に
挨
拶
し
て
い

る
。
私
は
伝
え
た
。
あ
な
た
は

と
て
も
感
じ
が
よ
く
、
心
地
よ

い
旅
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
。

　

運
転
手
は
私
の
両
手
を
握
っ

た
ま
ま
、
離
そ
う
と
し
な
か
っ

た
。
言
葉
を
選
び
な
が
ら
、
か

み
し
め
る
よ
う
に
、
話
し
た
。

　

本
当
に
お
気
の
毒
に
。
あ
な

た
の
国
の
人
々
の
た
め
に
、
祈

っ
て
い
ま
す
。
私
も
募
金
し
ま

す
か
ら
。
あ
な
た
も
、
く
れ
ぐ

れ
も
体
に
気
を
つ
け
て
。
神
の

ご
加
護
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　

同
じ
頃
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

グ
リ
ニ
ッ
チ
ビ
レ
ッ
ジ
で
、
床

屋
の
前
を
通
り
か
か
っ
た
。
モ

ダ
ン
だ
っ
た
が
、
昔
、
日
本
に

も
あ
っ
た
床
屋
の
よ
う
な
懐
か

し
さ
を
覚
え
た
。
写
真
を
撮
っ

て
も
い
い
で
す
か
、と
尋
ね
た
。

　

私
が
日
本
人
だ
と
知
る
と
、

店
の
人
は
手
を
休
め
て
、
言
っ
た
。 　

何
だ
っ
て
、
オ
ー
ケ
ー
さ
。

日
本
の
た
め
に
な
る
ん
な
ら
。

　

ニ
ュ
ー
ス
ス
タ
ン
ド
や
カ
フ

ェ
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
、

「
日
本
を
助
け
よ
う
」
と
義
援

金
箱
が
設
け
ら
れ
た
。
言
葉
を

交
わ
し
た
メ
キ
シ
コ
出
身
の
ド

ア
マ
ン
が
、私
に
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

　

ど
こ
か
の
国
が
困
っ
て
い
る

と
、
世
界
中
が
助
け
合
う
。
す

ば
ら
し
い
よ
な
。
今
は
日
本
の

番
だ
け
ど
、メ
キ
シ
コ
も
前
に
、

世
界
中
の
人
に
助
け
て
も
ら
っ

た
ん
だ
。

　

震
災
直
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
部
屋
で
テ
レ
ビ
に
釘
づ
け
に

な
り
、
夜
も
眠
れ
な
い
状
態
が

続
い
て
い
た
と
き
、
ゲ
イ
で
あ

る
友
人
の
ジ
ェ
リ
ー
が
、
心
配

し
て
毎
日
の
よ
う
に
メ
ー
ル
を

く
れ
た
。

　

仕
事
は
し
て
い
る
か
い
。
食

べ
て
い
る
か
い
。
僕
が
美
味
し

い
料
理
を
作
る
よ
。
君
さ
え
よ

け
れ
ば
、
し
ば
ら
く
う
ち
に
泊

ま
っ
た
ら
ど
う
だ
い
？ 

す
ぐ

に
日
本
に
帰
れ
な
く
て
も
、
い

つ
か
日
本
の
人
た
ち
の
力
に
な

れ
る
よ
う
に
、
今
こ
こ
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
い
っ
ぱ
い
た
め
て
お

く
ん
だ
。
そ
の
と
き
が
必
ず
、

や
っ
て
く
る
か
ら
。

　
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
」

シ
リ
ー
ズ
第
４
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
魔
法
の
さ
ん
ぽ
』
の
あ

と
が
き
か
ら
抜
粋
し
ま
し
た
。

　

https://www.amazon.
co.jp/dp/4167717220

エッセイ連載 44

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

Prayers for Japan　
日
本
へ
の
祈
り

22 East 49th St., 3rd Fl. (bet Madison & 5th Ave)
Tel: 212-599-5300 www.idocenter.com

日
本
式
針
は
、ほ
と
ん
ど

痛
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。

痛
み
の
治
療
、

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
、

婦
人
科
の
悩
み
等
。

　
　
　
　

女
性
針
灸
師

　
　
　
　

野
崎
夕
子

　
　5番街
49丁目

スタッフは全員日本人

105ドルドドルルルルルルルル105ドル

59ドル
��

ドドルルルルルルルル59ドル

通常価格185ドル通常価格185ドル

149ドルルルルルドドドドルルルルル149149ドル通常価格250ドル通常価格250ドル

土日キャンペーン土日キャンペーン土日キャンペーン

45分指圧マッサージ
　＋15分ストレッチ

お二人様50分マッサージ

65歳以上の方
初回キャンペーン50分
通常価格130ドル通常価格130ドル

冬 の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

� 49��

冬の
キキキキ
ャャャ
ンンン
ペペペ
ーーー
ンンン

キキ

ンン

ンン

ンン
ペペペ

ンン

ンン
ペペ

ンン

キキキ
ャ
ン
ペ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://mijikan.blogspot.com/
http://www.yamagatadental.net/
http://www.idocenter.com
mailto:kyoko5japan@gmail.com
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
http//mijikan.blogspot.com/


2024年（令和 6年）1月 20日（月） ［教　育］　　（12  ）　

新年の思い込め

NJ日本人学校
書き初め会

童
生
徒
に
よ
る
書
き
初
め
会
を

行
っ
た
。
書
き
初
め
会
で
は
、

1
・
2
年
生
は
筆
ペ
ン
で
新
年

に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
書
き
、

3
〜
9
年
生
は
毛
筆
で
新
年
の

抱
負
を
四
文
字
の
言
葉
（
四
字

熟
語
）
に
込
め
て
書
い
た
。

　

初
め
て
毛
筆
で
の
書
き
初
め

会
に
参
加
し
た
３
年
生
は
、
自

分
の
背
丈
ほ
ど
あ
る
大
き
な
書

き
初
め
用
紙
を
前
に
、
お
手
本

を
見
な
が
ら
、
自
分
の
抱
負
を

一
生
懸
命
に
書
く
姿
が
見
ら
れ

た
。「
日
進
月
歩
」「
一
期
一
会
」「
初

志
貫
徹
」
な
ど
、
で
き
上
が
っ
た

作
品
を
紹
介
す
る
様
子
か
ら

は
、
こ
の
１
年
に
対
す
る
力
強

い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
は
４

日
と
５
日
に
、
新
年
の
恒
例
行

事
「
書
き
初
め
大
会
」
を
全
校

で
実
施
し
た
。
生
徒
た
ち
は
12

月
か
ら
国
語
の
書
写
の
時
間
で

練
習
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果

を
発
揮
し
よ
う
と
、一
筆
一
筆
、

集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

１
・
２
年
生
は
教
室
で
硬
筆

を
、
初
等
部
３
〜
６
年
生
は
楷

書
、
中
等
部
７
〜
９
年
は
行
書

の
毛
筆
の
作
品
づ
く
り
を
体
育

館
で
行
っ
た
。
学
年
が
上
が
る

に
つ
れ
、
静
寂
な
空
気
の
中
、

自
分
の
書
を
振
り
返
り
な
が
ら

思
い
を
込
め
て
真
剣
に
作
品
作

り
に
取
り
組
む
姿
が
、
大
変
印

象
的
で
あ
っ
た
。
書
き
初
め
は

教
室
前
廊
下
に
掲
示
さ
れ
、
児

童
生
徒
が
お
互
い
に
鑑
賞
し
合

っ
た
。
新
年
に
日
本
の
伝
統
文

化
を
体
験
す
る
行
事
を
通
し

て
、
海
外
に
い
な
が
ら
日
本
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

も
日
本
文
化
に
触
れ
る
機
会
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

（
平
本
秀
次
校
長
）
は
７
日
、

地
元
の
書
道
家
、
バ
リ
ン
ジ
ャ

修
佳
先
生
を
講
師
に
招
き
、
新

春
恒
例
の
「
書
き
初
め
会
」
を

実
施
し
た
。
小
・
中
補
習
校
部

は
国
語
学
習
の
一
環
と
し
て
硬

筆
ま
た
は
毛
筆
の
書
初
め
を
行

っ
た
。
高
等
部
・
プ
リ
ン
ス
ト

ン
コ
ー
ス
中
高
部
は
日
本
文
化

体
験
学
習
と
し
て
講
師
の
指
導

の
下
で
毛
筆
に
取
り
組
ん
だ
。

　

高
等
部
及
び
プ
リ
ン
ス
ト
ン

コ
ー
ス
中
高
部
の
生
徒
達
は
、

今
年
の
干
支
「
辰
」
の
書
き
初

め
を
行
っ
た
。
講
師
が
な
め
ら

か
な
筆
づ
か
い
で
お
手
本
を
披

露
し
、
筆
の
使
い
方
や
止
め
・

払
い
の
書
き
方
な
ど
を
説
明
す

る
と
、
生
徒
達
は
真
剣
な
面
持

ち
で
練
習
に
励
ん
だ
。
そ
の
後

清
書
に
移
る
と
、
椅
子
か
ら
立

ち
上
が
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
筆

を
走
ら
せ
る
生
徒
や
、
余
白
に

今
年
の
目
標
を
書
き
添
え
る
生

徒
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

筆
に
込
め
た
。

　

作
品
が
仕
上
が
っ
た
後
は
自

ら
表
装
の
作
業
を
行
い
、
誇
ら

し
げ
な
表
情
で
糊
付
け
や
辰
の

押
印
を
行
っ
た
。
互
い
の
出
来

栄
え
を
た
た
え
合
い
、
日
本
語

学
校
で
の
新
年
の
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
児
童
生
徒
数
52
人
、
櫻

井
幹
也
校
長
）
は
10
日
、
全
児

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校
（
川

﨑
淳
一
郎
校
長
、
児
童
生
徒
数

４
３
２
人
）
で
は
、
１ 

月
の

第 

１
、２
週
に
わ
た
り
書
き
初

め
授
業
が
行
わ
れ
た
。
毎
年
開

催
さ
れ
る
恒
例
行
事
で
、
初
等

部
の
３
〜
６
年
生
が
参
加
し
、

各
学
年
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
毛
筆

習
字
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。

　

ま
ず
初
め
に
、
教
師
か
ら
毛

筆
習
字
で
の
姿
勢
や
筆
の
持
ち

方
、
筆
の
進
め
方
な
ど
を
教
わ

り
、
新
聞
紙
で
練
習
し
た
。
初

め
は
恐
る
恐
る
書
い
て
い
た
児

童
も
練
習
を
繰
り
返
す
う
ち
に

力
強
く
書
け
る
よ
う
に
な
り
、

自
信
が
つ
い
た
と
こ
ろ
で
半
紙

へ
清
書
を
行
っ
た
。
半
紙
い
っ

ぱ
い
に
大
き
な
文
字
を
書
く
児

童
、
一
筆
ご
と
に
集
中
し
な
が

ら
書
く
児
童
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

個
性
が
生
か
さ
れ
た
作
品
が
完

成
し
た
。
な
か
な
か
筆
や
墨
を

使
っ
て
文
字
を
書
く
機
会
が
な

い
中
で
、
書
き
初
め
授
業
は
児

童
た
ち
が
日
本
文
化
に
触
れ
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

W

書
き
初
め
大
会

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で

プ
リ
ン
ス
ト
ン

日
本
語
学
校　

書
き
初
め
会

書
初
め
授
業

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｗ
校
で
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http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
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tel:2014616502
https://starchildny.com/
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こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
は
９

日
に
恒
例
の
「
お
も
ち
つ
き
」

を
行
っ
た
。「
お
も
ち
つ
き
」

で
は
、
も
ち
米
か
ら
お
餅
に
な

る
過
程
を
体
験
。
ま
ず
は
、
も

ち
米
の
生
米
と
蒸
し
た
物
を
一

口
ず
つ
試
食
し
「（
生
米
は
）

が
り
が
り
し
て
味
し
な
か
っ
た

け
ど
、
柔
ら
か
い
の
は
口
の
な

か
で
も
ち
に
な
っ
た
！
」
と
話

し
て
い
た
。
次
に
蒸
し
あ
が
っ

た
も
ち
米
を
、
臼
に
移
し
て
杵

で
潰
し
、
ま
ず
は
大
人
が
つ
い

て
い
っ
た
。「
ど
ん
！
ど
ん
！
」

と
床
が
響
く
よ
う
な
音
を
感
じ

な
が
ら
、
そ
の
迫
力
に
子
ど
も

達
は
目
を
輝
か
せ
て
大
興
奮
。

ね
じ
り
鉢
巻
き
に
法
被
を
着

て
、
子
ど
も
達
も
大
き
な
杵
や

小
さ
な
杵
を
振
り
降
ろ
し
、
一

生
懸
命
お
餅
を
つ
く
姿
は
真
剣

そ
の
も
の
だ
っ
た
。

　

今
年
は
お
餅
を
つ
く
こ
と
だ

け
で
な
く
、
味
付
け
し
た
お
餅

を
み
ん
な
で
食
べ
る
こ
と
が
で

き
た
。
お
も
ち
つ
き
を
経
験
し

た
子
ど
も
た
ち
は
「
ぼ
く
は
７

個
た
べ
た
ー
！
」「
し
ょ
う
ゆ

が
お
い
し
か
っ
た
よ
」
な
ど
と

感
想
を
話
し
て
い
た
。

楽
し
い
お
も
ち
つ
き

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

　

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

（
横
澤
広
美
校
長
）
は
、
冬
休

み
明
け
初
日
の
１
月
７
日
に
日

本
の
お
正
月
の
伝
統
文
化
を
体

験
す
る
「
初
春
の
会
」
を
開
催

し
た
。
会
に
先
立
ち
、
令
和
6

年
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
黙
祷

を
行
っ
た
。
幼
稚
園
児
か
ら
中

学
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
神

妙
な
面
持
ち
で
目
を
閉
じ
た
。

　

開
会
式
で
は
、
各
学
年
の
代

表
児
童
・
生
徒
が
新
年
の
抱
負

を
発
表
し
、
引
き
続
き
、
剣
道

教
室
の
子
ど
も
た
ち
が
剣
道
の

基
本
打
ち
を
披
露
し
た
。
そ
の

後
、大
き
な
杵
と
臼
を
使
用
し
、

全
員
で
餅
つ
き
体
験
。
自
分
た

ち
で
つ
い
た
お
餅
の
試
食
で
は

き
な
粉
を
初
め
て
食
べ
る
子
ど

も
も
お
り
、
そ
の
お
い
し
さ
に

笑
顔
が
溢
れ
た
。
ま
た
書
き
初

め
で
は
、
普
段
は
見
せ
な
い
よ

う
な
真
剣
な
眼
差
し
で
取
り
組

ん
だ
。
各
学
年
に
分
か
れ
て
行

っ
た
カ
ル
タ
や
百
人
一
首
、
福

笑
い
な
ど
の
お
正
月
遊
び
、
さ

ら
に
初
詣
の
神
社
の
雰
囲
気
を

感
じ
る
縁
日
を
開
催
す
る
な
ど

日
本
の
お
正
月
の
雰
囲
気
を
堪

能
し
た
。
デ
ン
バ
ー
日
本
語
補

習
学
校
で
は
、
児
童
生
徒
の
活

動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
今
年

も
日
本
の
伝
統
文
化
等
を
積
極

的
に
取
り
組
ん
だ
教
育
活
動
を

行
っ
て
い
く
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
Ｎ

Ｊ
キ
ャ
ン
パ
ス
全
日
制
部
門

（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク

リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学
園
長
）
で

は
１
月
５
日
と
８
日
の
両
日
、

新
春
恒
例
の
も
ち
つ
き
大
会
が

幼
児
部
・
小
学
部
そ
れ
ぞ
れ
で

行
わ
れ
た
。
会
場
に
は
大
き
な

本
物
の
杵
と
臼
、
炊
き
立
て
の

も
ち
米
が
所
狭
し
と
並
ん
だ
。

　

職
員
や
子
ど
も
達
に
よ
る
餅

つ
き
の
由
来
の
話
し
や
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
終
了
後
、
さ

っ
そ
く
一
人
ず
つ
重
い
杵
を
持

っ
て
餅
つ
き
に
挑
戦
し
た
。「
よ

い
し
ょ
ー
！
よ
い
し
ょ
ー
！
」

と
み
ん
な
で
掛
け
声
に
あ
わ
せ

て
力
い
っ
ぱ
い
杵
を
振
り
上

げ
、
餅
を
つ
い
た
。
一
生
懸
命

掛
け
声
を
合
わ
せ
て
つ
い
た
お

餅
の
味
は
格
別
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
幼
児
部
で
は
お
正
月
の
集

い
と
し
て
、恒
例
の
「
獅
子
舞
」

も
登
場
。
子
ど
も
達
は
怖
さ
と

興
味
が
あ
い
ま
っ
た
表
情
を
し

な
が
ら
、
今
年
１
年
が
い
い
年

に
な
る
よ
う
に
と
頭
を
か
ん
で

も
ら
い
、
喜
び
合
っ
て
い
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
で

は
、
全
日
制
部
門
、
補
習
校
部

門
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
年
間

を
通
じ
て
日
本
の
季
節
的
行
事

を
大
切
に
し
て
い
る
。
新
年
の

こ
の
時
期
に
は
、
も
ち
つ
き
大

会
や
書
き
初
め
大
会
な
ど
が
そ

れ
ぞ
れ
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。　

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

餅
つ
き
大
会
と
バ
ザ
ー

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校
（
川
﨑
淳
一
郎
校
長
）

は
6
日
、
保
護
者
会
主
催
に
よ

る
恒
例
の
「
餅
つ
き
大
会
」
を

実
施
し
た
。
保
護
者
が
手
作
り

し
た
お
正
月
飾
り
が
一
面
に
施

さ
れ
た
会
場
に
は
、
威
勢
の
良

い
太
鼓
の
音
が
響
き
渡
り
、
も

ち
米
が
炊
き
上
が
る
美
味
し
そ

う
な
香
り
が
立
ち
込
め
た
。

　

初
め
に
会
場
に
姿
を
現
し
た

の
は
、
お
揃
い
の
赤
い
法
被
に

身
を
包
ん
だ
幼
児
部
の
子
ど
も

達
。
二
人
一
組
に
な
っ
て
、
先

生
や
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
保

護
者
に
手
を
添
え
て
も
ら
い
な

が
ら
「
よ
い
し
ょ
！
よ
い
し

ょ
！
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ

て
、
小
さ
な
手
に
構
え
た
杵
を

臼
を
め
が
け
て
振
り
下
ろ
す
。

つ
き
上
が
っ
た
お
餅
は
、
手
早

く
保
護
者
達
が
待
ち
受
け
る
調

理
台
へ
と
運
ば
れ
、
き
な
粉
と

磯
辺
の
２
つ
の
味
付
け
が
さ
れ

て
た
。「
お
醤
油
味
が
欲
し
い

子
」「
き
な
こ
味
が
欲
し
い
子

は
」
と
い
う
保
護
者
の
呼
び
か

け
に
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
「
は
〜

い
！
」
と
い
う
元
気
な
声
と
共

に
次
々
と
手
が
上
が
り
、
保
護

者
達
は
お
餅
の
入
っ
た
ト
レ
ー

を
片
手
に
、
子
ど
も
達
の
間
を

忙
し
く
動
き
回
っ
た
。

　

ま
た
「
餅
つ
き
大
会
」
と
並

行
し
て
行
わ
れ
た
、
中
高
等
部

の
生
徒
か
ら
成
る
生
徒
会
主
催

の
バ
ザ
ー
で
は
、各
家
庭
か
ら
、

古
本
、
古
着
、
文
房
具
、
お
も

ち
ゃ
、
キ
ッ
チ
ン
用
品
、
手
作

り
お
菓
子
な
ど
、
４
０
０
点
以

上
が
出
品
さ
れ
、
お
餅
を
食
べ

終
わ
っ
た
子
ど
も
達
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
合
間
に
立
ち
寄
る
保

護
者
達
で
大
賑
わ
い
と
な
っ

た
。
バ
ザ
ー
終
了
後
、
生
徒
会

長
の
武
井
大
治
さ
ん
（
高
２
）

は
、
１
日
を
振
り
返
っ
て
「
準

備
に
時
間
が
か
か
っ
て
大
変
だ

っ
た
け
れ
ど
、
み
ん
な
一
丸
と

な
っ
て
協
力
し
合
え
た
。
と
て

も
良
い
経
験
に
な
っ
た
」
と
語

っ
た
。
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
、

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援

団
体
へ
と
送
ら
れ
る
。

る
こ
と
が
で
き
た
」「
お
も
ち

を
つ
く
た
び
に
、
ぺ
ち
ん
ぺ
ち

ん
と
い
う
音
が
鳴
り
、
み
ん
な

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
」
な

ど
の
感
想
が
挙
げ
れ
ら
れ
、
充

実
し
た
活
動
と
な
っ
た
。

違
い
を
観
察
し
た
り
、
鏡
餅
に

つ
い
て
学
習
し
た
。
お
昼
に
は

つ
き
た
て
の
も
ち
を
食
べ
、
新

年
の
行
事
を
み
ん
な
で
楽
し
ん

だ
。
振
り
返
り
で
は
「
ど
う
し

て
も
ち
つ
き
を
す
る
の
か
を
知

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
の
１
・

２
年
生
が
９
日
、
生
活
科
の
学

習
と
し
て
も
ち
つ
き
会
を
行
っ

た
。
事
前
学
習
で
は
、
冬
や
お

正
月
に
つ
い
て
学
習
し
「
昔
、

お
年
玉
と
し
て
お
も
ち
を
あ
げ

て
い
た
」
こ
と
や
「
な
ぜ
お
も

ち
を
つ
く
の
か
」
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

　

当
日
は
、
蒸
し
た
も
ち
米
の

い
い
匂
い
が
漂
う
中
、
友
達
と

息
を
合
わ
せ
て
杵
で
力
強
く
も

ち
を
つ
い
た
。も
ち
を
つ
く「
ぺ

っ
た
ん
」
と
良
い
音
が
す
る
た

び
に
歓
声
が
起
こ
っ
た
。
自
分

た
ち
で
つ
い
た
も
ち
は
、
２
つ

に
分
け
、
丸
め
て
鏡
餅
を
作
っ

た
。
そ
の
後
、
生
の
も
ち
米
と

水
に
10
時
間
つ
け
た
も
ち
米
の

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
の
４

年
生
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
や
社
会
科
で
取
り
組
ん
で
き

た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
学
習
の
一
環
と

し
て
、
全
校
に
呼
び
掛
け
て
、

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。
先
日
、
各
家

庭
か
ら
寄
付
し
て
も
ら
っ
た
食

料
を
教
会
に
寄
贈
し
た
。
当
日

は
、
神
父
様
が
お
礼
の
言
葉
と

と
も
に
「
一
つ
一
つ
は
小
さ
な

取
り
組
み
だ
が
、
そ
れ
が
集
ま

れ
ば
大
き
な
力
に
な
る
」
と
い

う
話
を
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、

教
会
施
設
内
の
キ
ッ
チ
ン
に
案

内
し
て
も
ら
い
、
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
の
た
め
に
た
く
さ
ん
の
食

料
の
寄
付
が
集
ま
っ
て
い
る
様

子
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
集
ま

っ
た
食
料
は
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
に

運
ば
れ
、
約
３
０
０
家
庭
も
の

人
々
の
役
に
立
っ
て
い
る
そ
う

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
全
校
に

呼
び
掛
け
、
継
続
し
て
こ
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

初
春
の
会
を
開
催

デ
ン
バ
ー
補
習
学
校

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

全
日
制
部
門
で

フードドライブに
取り組んだ４年生

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

ぺったん
ぺったん
もちつき大会
NY日本人学校１、２年生

おもちの味は格別でーす！

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

https://japaneseschool.org
https://jp.lyceumkennedy.org/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com


2024年（令和 6年）1月 20日（土） ［教　育］　　（14  ）

●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
（
返
却
不
可
）、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
英
文
表
記
も
）・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
（
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先
　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州宇

佐
美　

友
加

ネ
バ
ダ
大
学
４
年

喜
田　

美
緒

N
Y
小
山
書
道
教
室
高
３畠

中　

恵

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
小
３

野
口　

茜

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I
校

習
字
ク
ラ
ブ
小
６

ダ
ベ
ン
ポ
ー
ト　

莉
理
愛

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

水
曜
書
写
ク
ラ
ブ
小
４三

原　

理
恵

https://www.nyseikatsu.com/category/kohitsu/
https://www.kokinshodo.com/
http://www.betteratmath.com
http://www.masako-inkyo.com/
mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com


　

皆
さ
ん
は
急
に
海
外
に
行

く
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
き
、

ど
う
思
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

き
っ
と
困
惑
し
、
行
き
た
く

な
い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
大

き
な
環
境
の
変
化
は
自
分
の

人
生
を
よ
り
豊
か
で
充
実
し

た
も
の
に
す
る
と
僕
は
考
え

ま
す
。

　

僕
は
去
年
の
夏
に
ア
メ
リ

カ
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

初
め
て
ア
メ
リ
カ
に
行
く
と

両
親
か
ら
告
げ
ら
れ
た
と
き

は
行
く
こ
と
を
拒
否
し
ま
し

た
。
当
時
の
僕
は
ア
メ
リ
カ

に
行
っ
た
ら
、
今
の
友
達
や

親
せ
き
と
な
か
な
か
会
え
な

く
な
っ
た
り
、
習
い
事
を
や

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

り
す
る
な
ど
失
う
も
の
の
こ

と
ば
か
り
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
に
引
っ

越
し
て
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
人
学
校
に
来
て
か
ら

考
え
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
は
一
ク
ラ
ス
の
人
数
が
日

本
に
い
た
学
校
の
四
分
の
一

く
ら
い
の   

人
程
度
と
非
常

に
少
な
い
で
す
。
そ
の
た
め

ク
ラ
ブ
や
委
員
会
、
係
活
動

と
い
っ
た
場
面
で
の
一
人
一

人
の
役
割
は
か
な
り
大
き
い

も
の
と
な
り
ま
す
。
そ
の
中

で
自
分
に
回
っ
て
く
る
仕
事

も
多
く
、
こ
れ
ま
で
に
イ
ベ

ン
ト
の
委
員
会
や
ス
ピ
ー
チ

な
ど
を
何
回
か
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
生
徒
会
の
応
援

演
説
は
学
校
に
入
学
し
て
、

わ
ず
か
二
週
間
ほ
ど
で
行
い

ま
し
た
。
最
初
は
と
て
も
緊

張
し
ま
し
た
が
、
う
ま
く
成

功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
自

分
に
自
信
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
積
極
的
に
活
動
す

る
先
輩
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
を

見
て
、
自
分
も
何
か
に
挑
戦

し
て
み
た
い
、
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

に
来
る
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
そ

う
い
っ
た
学
校
の
活
動
に
自

分
か
ら
取
り
組
ま
な
か
っ
た

僕
が
積
極
的
に
物
事
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

や
は
り
環
境
の
変
化
が
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
学
校

生
活
を
通
し
て
、
失
う
も
の

よ
り
も
得
ら
れ
た
も
の
の
方

が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
環
境
が
変
わ
る
こ
と
は

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
変
化
よ
り
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
変
化
を
与
え
て

く
れ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

環
境
の
変
化
は
脳
を
活
性

化
さ
せ
、
日
常
を
よ
り
楽
し

く
す
る
と
い
う
面
も
あ
り
ま

す
。
僕
が
日
本
で
中
学
校
に

入
学
し
た
と
き
、
小
学
校
と

は
何
も
か
も
違
う
と
実
感
し

ま
し
た
。
例
え
ば
、
小
学
校

に
入
学
し
た
と
き
は
、
幼
稚

園
か
ら
の
友
達
も
少
な
か
ら

ず
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
中

学
校
で
は
小
学
校
か
ら
の
同

級
生
は
わ
ず
か
二
人
し
か
お

ら
ず
、
さ
ら
に
ク
ラ
ス
も
違

っ
た
た
め
同
じ
ク
ラ
ス
に
は

誰
も
知
り
合
い
が
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
慣
れ

な
い
環
境
に
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
分
か
ら
ず
戸
惑
い
ま
し

た
が
、
徐
々
に
適
応
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
三
か
月
ほ
ど

し
か
そ
の
学
校
に
は
い
な
か

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今

で
も
連
絡
を
取
り
合
う
よ
う

な
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
ま

し
た
。

　

環
境
の
変
化
に
つ
い
て
人

間
だ
け
で
な
く
動
物
に
つ
い

て
も
興
味
深
い
研
究
が
あ
り

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ

る
と
、
デ
ン
キ
ウ
ナ
ギ
二
匹

を
水
槽
に
入
れ
た
と
き
、
そ

の
う
ち
一
匹
を
定
期
的
に
変

え
る
こ
と
で
、
も
う
一
匹
の

デ
ン
キ
ウ
ナ
ギ
の
脳
は
一
匹

で
過
ご
し
た
デ
ン
キ
ウ
ナ
ギ

よ
り
発
達
し
て
い
る
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
。
環
境

の
変
化
に
よ
っ
て
新
し
い
出

会
い
を
経
験
す
る
こ
と
は
脳

を
鍛
え
、
刺
激
と
発
見
に
満

ち
溢
れ
た
生
活
を
送
る
チ
ャ

ン
ス
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

大
き
な
環
境
の
変
化
は
時

に
自
分
自
身
に
ス
ト
レ
ス
や

迷
い
を
与
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
環
境

に
慣
れ
よ
う
と
し
、
考
え
、

努
力
す
る
こ
と
は
将
来
大
き

な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
や

何
か
を
決
断
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
く
な
っ
た
時
に
き
っ

と
役
立
つ
は
ず
で
す
。
ま
た
、

環
境
が
変
わ
る
こ
と
を
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
、
何
か
に

生
か
そ
う
と
す
る
こ
と
は
特

に
小
学
生
や
中
学
生
と
い
っ

た
大
人
へ
と
少
し
ず
つ
成
長

し
て
い
く
僕
た
ち
に
と
っ
て

能
力
的
に
も
精
神
的
に
も
よ

い
変
化
を
与
え
て
く
れ
る
は

ず
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
環
境
の
変
化
を

恐
れ
る
の
で
は
な
く
、
環
境

の
変
化
こ
そ
自
分
が
成
長
で

き
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
捉
え
て
、

ぜ
ひ
新
し
い
世
界
に
飛
び
込

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
滞
米
１
年
３
か
月
）

　

今
ま
で
A
だ
と
思
っ
て
い

た
も
の
が
実
は
B
だ
っ
た
、

と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
考

え
方
の
幅
が
広
が
っ
た
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

考
え
方
の
幅
が
広
が
る
と
い

う
の
は
自
分
の
成
長
に
つ
な

が
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
。

こ
の
よ
う
な
き
っ
か
け
は
案

外
珍
し
い
も
の
で
も
な
く
、

か
く
い
う
私
も
そ
の
よ
う
な

経
験
を
夏
休
み
に
し
た
。
こ

の
作
文
で
は
、
私
が
夏
休
み

に
考
え
方
が
変
わ
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
経
験
に
つ
い
て

書
こ
う
と
思
う
。

　

私
は
ス
ポ
ー
ツ
全
般
苦
手

で
あ
る
。
し
か
し
、
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
だ
け
は
上
手
に
で
き

る
。
体
全
体
を
伸
ば
し
、
は

る
か
上
に
あ
る
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
て
上
に
登
っ
て
ゆ
く
感

覚
が
と
て
も
好
き
な
の
だ
。

頂
上
に
つ
い
て
下
に
下
り
る

と
き
も
ま
る
で
空
を
飛
ん
で

い
る
よ
う
で
、
風
を
切
る
感

覚
が
他
で
は
感
じ
ら
れ
な
く

て
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い
。

私
は
、
家
族
や
ス
タ
ッ
フ
に

上
手
だ
と
ほ
め
ら
れ
て
い
た

の
で
、
他
の
人
と
比
べ
る
と

上
手
な
方
だ
と
思
っ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
時
、
私
の
耳
に
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
の
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
が
あ
る
、
と
い
う
情
報

が
入
っ
た
。
そ
の
時
、
私
は

夏
休
み
の
間
何
を
し
よ
う
か

迷
っ
て
い
た
た
め
、
一
も
二

も
な
く
「
行
く
！
」
と
答
え
た
。

　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
日
が

や
っ
て
き
た
。
七
月
の
終
わ

り
、
暑
い
日
だ
っ
た
が
ま
だ

ま
だ
暑
く
な
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
、
そ
ん
な
天
気
だ
っ

た
。
人
数
は
だ
い
た
い
十
五

人
。
私
よ
り
少
し
年
下
の
子

が
多
か
っ
た
が
、
三
人
ほ
ど

年
上
の
人
も
い
た
。
少
し
年

齢
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
も

し
か
し
た
ら
他
の
人
と
大
き

な
年
齢
の
差
が
あ
っ
た
ら
ど

う
し
よ
う
と
ひ
そ
か
に
心
配

し
て
い
た
私
は
、
そ
れ
ほ
ど

年
の
変
わ
ら
な
い
子
達
を
見

て
、
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ

し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
安
心
は
す

ぐ
に
く
ず
れ
去
っ
た
。
こ
の

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
来
て
い

る
人
達
は
大
抵
習
い
事
に
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
を
し
て
い
る
人

や
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
を
や
っ
て
い
た
人

が
ほ
と
ん
ど
だ
。
私
は
あ
く

ま
で
も
遊
び
や
し
ゅ
み
で
や

っ
て
い
る
程
度
で
、
専
門
知

識
や
色
ん
な
技
術
を
持
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
、

命
づ
な
の
結
び
方
な
ど
、
私

は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し

て
い
る
人
の
ほ
と
ん
ど
が
そ

の
結
び
方
を
す
で
に
知
っ
て

い
た
。
私
が
登
れ
な
い
よ
う

な
所
に
も
軽
々
と
登
れ
る
人

も
何
人
か
い
た
。

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

 「
井
の
中
の
か
わ
ず
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

幸
音

　

私
が
尊
敬
す
る
先
生
は
た

く
さ
ん
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で

も
特
に
六
年
生
の
英
語
の
先

生
が
と
て
も
印
象
的
で
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
先
生

の
名
前
は
ラ
イ
ト
先
生
と
い

い
、
六
年
生
に
上
が
る
前
は
、

高
学
年
の
生
徒
た
ち
か
ら
「
ラ

イ
ト
先
生
は
と
て
も
厳
し
い

人
だ
」
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
英
語
の
ク
ラ
ス

が
ラ
イ
ト
先
生
に
な
っ
た
と

知
っ
た
と
き
は
、
と
て
も
シ

ョ
ッ
ク
で
し
た
。

　

ラ
イ
ト
先
生
の
授
業
が
始

ま
り
、
最
初
の
数
日
間
、
先

生
は
と
て
も
厳
し
い
よ
う
に

聞
こ
え
ま
し
た
。
ル
ー
ル
が

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
り
、
宿
題

や
提
出
物
も
多
く
て
、
私
の

や
る
気
が
出
な
か
っ
た
時
も

あ
り
ま
し
た
。 

　

し
か
し
、
数
か
月
た
っ
た

あ
る
日
、
こ
の
短
い
時
間
で

ど
れ
だ
け
学
ん
だ
か
に
気
付

き
ま
し
た
。
ラ
イ
ト
先
生
は

と
て
も
分
か
り
や
す
い
授
業

を
行
い
、
誰
が
質
問
し
て
も
、

詳
し
く
、
そ
し
て
そ
の
生
徒

が
完
全
に
理
解
す
る
ま
で
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
新
し

い
こ
と
を
覚
え
や
す
い
よ
う

に
、
時
々
習
っ
て
い
る
こ
と

を
短
い
歌
に
し
て
、
ク
ラ
ス

全
員
で
椅
子
の
上
で
立
ち
な

が
ら
歌
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
と
て
も
面
白
い
性

格
で
、
授
業
中
は
い
つ
も
笑

っ
て
い
ま
し
た
。
授
業
が
早

く
終
わ
っ
た
ら
、
み
ん
な
で

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
先
生
が

最
近
起
こ
っ
た
出
来
事
を
話

し
て
く
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

今
で
も
友
達
と
ラ
イ
ト
先
生

の
歌
を
歌
う
と
き
も
あ
り
ま

す
。

　

ラ
イ
ト
先
生
は
そ
の
年
が

終
わ
っ
た
後
、
違
う
学
校
に

転
勤
に
な
り
、
校
長
先
生
に

な
り
ま
し
た
。
で
も
、
時
々

私
の
学
校
に
来
て
く
れ
た
り
、

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
を
見

に
来
て
く
れ
ま
す
。
確
か
に

授
業
は
厳
し
か
っ
た
け
れ
ど
、

生
徒
思
い
の
優
し
い
先
生
で
、

私
は
と
て
も
尊
敬
し
て
い
ま

す
。
他
の
生
徒
か
ら
も
同
じ

く
ら
い
尊
敬
さ
れ
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
し
た
。
ラ
イ
ト
先

生
が
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ

た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
子

供
た
ち
を
楽
し
ま
せ
な
が
ら

英
語
を
教
え
続
け
ら
れ
て
い

る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
　
（
滞
米    

年
７
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□
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特
に
他
の
人
と
と
の
差
を

感
じ
た
の
は
み
ん
な
で
ボ
ル

タ
リ
ン
グ
に
挑
戦
し
た
と
き

だ
。
ボ
ル
タ
リ
ン
グ
は
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
よ
り
も
高
さ
が
な

い
が
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
よ
り

も
体
を
使
う
、
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
に
似
た
ス
ポ
ー
ツ
だ
。
本

格
的
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
や

っ
て
い
る
人
達
は
難
し
い
ボ

ル
タ
リ
ン
グ
の
コ
ー
ス
も
で

き
て
い
た
が
、
私
は
一
番
簡

単
な
ボ
ル
タ
リ
ン
グ
以
外
で

き
な
か
っ
た
。

　

こ
と
わ
ざ
に
「
好
き
こ
そ

も
の
の
上
手
な
れ
」
と
あ
る

よ
う
に
、
遊
び
や
し
ゅ
み
で

も
楽
し
ん
で
や
れ
ば
上
手
に

な
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
家
族
や
ス
タ
ッ
フ
が

言
っ
て
く
れ
た
よ
う
に
、
私

は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
上
手
な

方
だ
と
思
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
サ
マ

ー
キ
ャ
ン
プ
を
経
験
し
、
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
が
私
よ
り
も
は

る
か
に
上
手
な
人
に
出
会
い
、

本
気
で
練
習
し
て
い
る
人
に

は
敵
わ
な
い
な
、
と
痛
感
し

た
。
井
の
中
の
か
わ
ず
と
は

本
当
に
よ
く
言
っ
た
も
の
だ

な
、
と
思
っ
た
。

　

自
分
が
自
分
の
こ
と
を
上

手
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
必

ず
そ
の
上
に
人
が
い
て
、
そ

の
よ
う
な
人
達
は
遊
び
半
分

で
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

本
気
で
練
習
し
て
い
る
の
だ

な
、
と
痛
感
し
た
経
験
だ
っ

た
。
今
度
か
ら
は
、
何
か
を

上
達
し
た
い
と
思
っ
た
と
き

に
は
本
気
で
そ
れ
に
打
ち
こ

ん
で
見
よ
う
と
思
う
。
そ
う

す
れ
ば
、
少
し
は
上
に
い
る

人
達
に
並
べ
る
よ
う
に
な
る

と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
（
滞
米
５
年
）

 「尊敬する先生」
　　　　　　　　中部テネシー日本語補習校中２

　　　　　　　　　　　　　　　アーネット　香梨

 「
環
境
の
変
化
と
心
の
関
係
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

晴
仁

10

13
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写
真
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
サ
ウ
ス
に
面
し
た
広
さ
２
８
２
１

平
方
フ
ィ
ー
ト
、
18
階
の
３
寝
室
賃
貸
住
宅
。
公
私
共
に
誰
を
ゲ
ス

ト
に
お
招
き
し
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ら
し
い
高
級

レ
ジ
デ
ン
ス
だ
。
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
、
主
寝
室
と
第
２
寝
室
は
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に
面
し
て
い
る
。
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
は
ロ
フ
ト
の
よ

う
な
ゆ
っ
た
り
と
し
た
サ
イ
ズ
で
、
窓
か
ら
四
季
折
々
の
自
然
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
る
。主
寝
室
に
は
、広
々
と
し
た
専
用
バ
ス
ル
ー
ム
、

深
め
の
浴
槽
、
独
立
し
た
ス
ト
ー
ル
シ
ャ
ワ
ー
、
ダ
ブ
ル
の
洗
面
化

粧
台
。
2
つ
の
大
き
な
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
と
ウ
ォ
ー
ル
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
。

第
２
寝
室
は
、
同
じ
く
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に
面
し
て
お

り
、
入
り
口
の
す
ぐ
前
に
2

つ
良
い
サ
イ
ズ
の
ク
ロ
ー
ゼ

ッ
ト
と
大
き
な
ウ
ォ
ー
ク
イ

ン
が
あ
る
。
第
３
寝
室
は
東

向
き
で
、
非
常
に
日
当
た
り

が
良
く
明
る
く
、
専
用
の
浴

室
。
子
供
部
屋
、
ホ
ー
ム
オ

フ
ィ
ス
、
書
斎
、
ゲ
ス
ト
ル

ー
ム
に
最
適
だ
。

　

東
向
き
の
キ
ッ
チ
ン
は
と

て
も
明
る
く
朝
食
の
テ
ー
ブ

ル
を
置
く
の
に
十
分
な
ス
ペ

ー
ス
が
あ
る
。
黒
御
影
石
の

カ
ウ
ン
タ
ー
は
広
々
と
し
て
い
て
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
料
理
や
ケ
ー
タ

リ
ン
グ
に
最
適
。
黒
大
理
石
の
床
、大
き
な
サ
ブ
ゼ
ロ
、壁
オ
ー
ブ
ン
、

電
子
レ
ン
ジ
、
洗
濯
機
、
乾
燥
機
が
装
備
さ
れ
て
い
る
。
ド
ラ
イ
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
メ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
扱
う
業

者
が
建
物
内
に
あ
る
。

　

周
り
に
は
ス
パ
、
ジ
ム
、
サ
ロ
ン
、
世
界
的
に
有
名
な
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
街
で
あ
る
五
番
街
に
わ
ず
か
1
ブ
ロ
ッ
ク
、
多
く
の
有
名
レ
ス

ト
ラ
ン
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
や
そ
の
他
の
文
化
施
設
の
す
ぐ
そ
ば

に
あ
る
。
即
入
居
可
。
一
軒
家
の
よ
う
な
広
さ
と
住
み
心
地
。
家
賃

は
１
万
７
０
０
０
ド
ル
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・５
４
９
・５
１
５
７
、

Ｅ
メ
ー
ル
・miyuki3533@gmail.com. 

大
島
さ
ん

（
写
真
提
供
・
ユ
ピ
ア
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ　

Ｌ
Ｌ
Ｃ
）

最高のロケーションと眺め。真正面にセントラルパーク

　

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
で

日
本
人
が
一
番
多
く
親
日
的
な

町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ハ
リ

ソ
ン
。
今
回
は
そ
の
魅
力
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

街
中
だ
け
で
は
日
本
人
が
多

い
と
感
じ
ま
せ
ん
が
、
４
つ
あ

る
小
学
校
の
う
ち
駅
に
１
番
近

いParsons Memorial

校
の

ア
ジ
ア
人
比
率
は
約
25
％
で

す
。
ア
ジ
ア
人
と
い
っ
て
も
中

国
人
、
韓
国
人
、
イ
ン
ド
人
が

多
い
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
の

他
の
学
区
と
違
っ
て
ハ
リ
ソ
ン

の
ア
ジ
ア
人
は
主
に
日
本
人

で
、
現
在
90
人
前
後
の
日
本
人

生
徒
が
在
籍
し
て
い
ま
す
（
た

だ
し
中
学
校
で
は
ア
ジ
ア
人
比

率
が
約
10
％
と
激
減
し
ま
す
）。

し
た
が
っ
て
最
大
の
魅
力
は
、

子
供
に
と
っ
て
未
知
の
環
境
に

適
応
す
る
た
め
の
心
身
の
負
担

が
少
な
い
こ
と
で
す
。
特
に
海

外
駐
在
が
初
め
て
の
親
に
と
っ

て
は
日
本
語
で
情
報
が
豊
富
に

得
ら
れ
る
の
は
心
強
い
で
す
。

毎
日
の
宿
題
１
つ
と
っ
て
も
赴

任
後
の
手
探
り
状
態
の
中
で
は

親
の
負
担
も
相
当
重
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

ま
た
米
国
に
進
出
し
て
い
る

日
本
の
進
学
塾
の
ほ
と
ん
ど
が

ハ
リ
ソ
ン
に
集
中
し
て
い
る
こ

と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。
駐
在

員
の
場
合
、
子
供
に
英
語
を
習

得
し
て
ほ
し
い
と
思
う
一
方
で

帰
国
後
の
進
学
先
や
受
験
対
策

も
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

ハ
リ
ソ
ン
は
若
い
世
代
の
移

住
に
よ
る
町
の
活
性
化
を
積
極

的
に
進
め
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
駅
前
の
再
開
発
でAvalon

と
い
う
大
手
不
動
産
グ
ル
ー
プ

が
大
規
模
な
ア
パ
ー
ト
を
建
設

し
ま
し
た
。
土
地
利
用
規
制
に

関
し
て
保
守
的
な
ウ
エ
ス
ト
チ

ェ
ス
タ
ー
の
他
の
町
と
は
対
照

的
で
す
。
ま
た
古
い
一
軒
家
か

ら
デ
ュ
プ
レ
ッ
ク
ス
と
呼
ば
れ

る
新
し
い
賃
貸
用
２
世
帯
住
宅

へ
の
建
て
替
え
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
玄
関
も
左
右
別
々
に
作

ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
軒
家
感

覚
を
維
持
し
な
が
ら
家
賃
が
割

安
で
、
新
築
や
築
浅
物
件
を
好

む
日
本
人
の
嗜
好
に
合
っ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ソ
ン
の
ほ
と
ん
ど

の
デ
ュ
プ
レ
ッ
ク
ス
は
駅
も
小

学
校
も
ス
ー
パ
ー
も
全
て
15
分

以
内
の
徒
歩
圏
内
に
あ
る
こ
と

も
大
き
な
魅
力
で
す
。

　

ハ
リ
ソ
ン
は
生
活
し
や
す
い

だ
け
で
な
く
、
日
本
人
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
豊
富
な
情
報
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
入
手
で
き
る
稀

有
な
街
と
言
え
ま
す
。
子
供
達

に
と
っ
て
も
日
本
帰
国
後
も
続

く
帰
国
子
女
同
士
の
繋
が
り
は

人
生
の
宝
に
な
る
よ
う
で
す
。

（
リ
ロ
リ
ダ
ッ
ク　

ウ
エ
ス
ト

チ
ェ
ス
タ
ー
・
オ
フ
ィ
ス
／
荒

井
伸
一
）

日
本
人
が
住
み
や
す
い
街
、
ハ
リ
ソ
ン
の
魅
力

不
動
産

ト
レ
ン
ド

mailto:commercial@redacinc.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
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３
学
期
を
迎
え
た
育
英
サ
タ

デ
ー
ス
ク
ー
ル
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

校
（
牧
野
佳
代
子
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
、
園
児
児
童
生
徒
数
１
３
０

人
）
で
６
日
、
中
学
部
全
員
が

一
堂
に
会
し
た
恒
例
の
百
人
一

首
大
会
が
催
さ
れ
た
。
百
人
一

首
は
、
楽
し
み
な
が
ら
古
典
に

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
教
材
と

し
て
中
学
部
１
年
生
か
ら
３
年

生
ま
で
国
語
科
の
授
業
で
学
習

す
る
。

　

今
年
は
全
学
年
が
体
育
室
に

集
ま
り
、
大
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
３
年
生
が
司
会

や
ル
ー
ル
説
明
を
行
い
、「
散

ら
し
取
り
」
の
方
法
で
大
会
は

行
わ
れ
た
。
生
徒
た
ち
は
縦
割

り
の
混
合
グ
ル
ー
プ
で
輪
に
な

っ
て
札
を
囲
み
、
真
剣
な
表
情

で
読
み
手
の
声
に
耳
を
澄
ま

せ
、
一
枚
で
も
多
く
の
札
を
取

ろ
う
と
身
を
乗
り
出
し
て
札
を

見
つ
め
、手
を
伸
ば
し
て
い
た
。

中
学
部
の
交
流
を
深
め
る
と
共

に
普
段
の
学
習
の
成
果
が
日
本

の
伝
統
文
化
に
結
び
つ
く
素
晴

ら
し
い
機
会
と
な
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、岡
田
雅
彦
校
長
）
は
８
日
、

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
新
年

の
行
事
「
百
人
一
首
大
会
」
を

行
っ
た
。
６
〜
９
年
生
が
一
堂

に
会
し
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。
児
童
生
徒
た
ち
は

「
決
ま
り
字
を
覚
え
て
速
く
札

を
取
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
」「
こ

の
歌
は
好
き
だ
か
ら
絶
対
に
と

る
」
な
ど
、
ク
ラ
ス
で
協
力
し

て
練
習
し
た
り
、
各
自
で
目
標

を
も
っ
て
繰
り
返
し
練
習
し
て

大
会
に
臨
ん
だ
。

　

大
会
本
番
は
各
学
年
の
国
語

の
授
業
な
ど
で
行
わ
れ
た
予
選

結
果
を
基
に
「
横
綱
」「
大
関
」

「
関
脇
」「
小
結
」
の
学
年
混
合

14
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
練
習
の

成
果
を
競
い
合
っ
た
。「
ち
は

や
ふ
る
神
代
も
き
か
ず
竜
田
川

…
」
の
一
文
字
目
が
読
ま
れ
る

や
否
や
、
待
っ
て
ま
し
た
と
ば

か
り
に
そ
の
札
に
一
斉
に
と
び

か
か
る
場
面
も
あ
り
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
ま
た

英
語
科
の
ア
メ
リ
カ
人
教
師
も

読
み
手
と
し
て
参
加
し
、
日
本

の
伝
統
文
化
の
良
さ
、
日
本
語

の
響
き
の
美
し
さ
を
児
童
生
徒

と
と
も
に
共
有
し
た
。
同
じ
競

技
に
真
剣
勝
負
で
臨
み
、
そ
れ

ぞ
れ
の
努
力
を
称
え
あ
う
こ
と

で
、
初
・
中
等
部
の
垣
根
を
越

え
た
素
晴
ら
し
い
交
流
の
機
会

と
な
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校

は
20
日
（
土
）
午
後
３
時
か
ら
、
幼

児
部
体
験
教
室
を
実
施
す
る
。
季
節

の
歌
、
折
り
紙
、
手
遊
び
、
ダ
ン
ス

（
運
動
遊
び
）、
紙
芝
居
等
を
行
う
。

対
象
は
２
０
２
４
年
度
の
新
年
中
児 

（
２
０
１
９
年
４
月
２
日
〜
20
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）、
定
員
18
人
。
場

所
は
Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
（Paramus 

Catholic High School

：425 
Paramus Road Paramus, NJ 
07652

）
に
て
。

　

参
加
費
無
料
（
家
族
の
参
観

は
１
人
ま
で
）。
持
ち
物
等
に

つ
い
て
は
申
し
込
み
後
に
通
知

さ
れ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
０
１
・
５
８
５
・
０
５
５
５
ま
で
。

参
加
希
望
者
は
リ
ン
ク https://

forms.gle/5D 

か
ら
申
し
込
む
。

　

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
あ
るAlto

日
本
語
補
習
校
が
、
2
月
17
日

（
土
）
午
後
４
時
10
分
か
ら
５

時
ま
で
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
説

明
会
を
開
催
す
る
。

　

今
年
で
3
年
目
と
な
る
同
校

の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
6
月

か
ら
8
月
ま
で
実
施
予
定
だ
。

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
を
基
本
と
し
、

生
け
花
や
茶
道
な
ど
の
日
本
の

文
化
を
取
り
入
れ
た
楽
し
い
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
1
泊
2
日
で

キ
ャ
ン
プ
場
や
農
場
に
宿
泊
す

る
体
験
、
遠
足
な
ど
も
予
定
し

て
い
る
。
説
明
会
参
加
に
は
予

約
が
必
要
で
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

https://alto-edu.com/ 

か
ら

申
し
込
む
。
参
加
方
法
は
オ
ン

ラ
イ
ン
・
対
面
の
ど
ち
ら
で
も

可
能
。

育英サタデースクール
百人一首で大盛り上がり

熱
闘
、
百
人
一
首

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

サマースクール説明会
Alto 日本語補習校
２月17日に開催

ニュージャージー補習授業校
幼児部体験教室を開催

１
月
20
日
（
土
）
に
開
催
へ

mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://www.nykoshin.com
http://kiku-ny.com
https://able-nw.com/newyork/
https://www.flowcode.com/page/territerui?utm_term=bchdCIiSU#fid=bchdCIiSU&c=df3b8001-82cc-4905-8628-638479642c38-SSE:1670700937
tel:2122136069
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://forms.gle/5D
https://forms.gle/5D
https://forms.gle/5D
https://forms.gle/5D
https://alto-edu.com/
https://alto-edu.com/
https://alto-edu.com/
https://alto-edu.com/
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
、
新
年
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
２
０
１
６
年
に
始
め
ま
し

た
こ
の
月
イ
チ
コ
ラ
ム
も
何
と

８
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
何
度
も
お
伝
え
し

て
い
ま
す
が
、
２
０
２
６
年

の
「
ル
ー
ト
66 

百
周
年
」
ま

で
あ
と
わ
ず
か
２
年
で
す
。
一

人
で
も
多
く
の
読
者
の
皆
様
に

実
際
の
旅
に
出
て
か
け
て
頂
け

る
よ
う
今
年
も
実
の
あ
る
情
報

を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
の
で

２
０
２
４
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
そ
れ
で

は
今
年
も
引
き
続
き
「
今
現
在

ル
ー
ト
66
で
は
実
際
に
何
が
起

こ
っ
て
い
る
の
か
？
」
に
フ
ォ

ー
カ
ス
し
た
時
事
的
な
話
題
を

ご
紹
介
し
て
い
く
シ
ー
ズ
ン

⑤
、
早
速
始
め
ま
し
ょ
う
！
。

■
【
イ
リ
ノ
イ
州
】
リ
ン
カ
ー
ン・

ホ
ー
ム
国
定
史
跡
が
拡
張
へ
？

　

イ
リ
ノ
イ
州
ス
プ
リ
ン
グ
フ

ィ
ー
ル
ド
に
あ
る
リ
ン
カ
ー

ン
・
ホ
ー
ム
国
定
史
跡
は
、
エ

イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
元

大
統
領
が
１
８
４
４
年
に
建
て

た
コ
テ
ー
ジ
（
レ
プ
リ
カ
）
と
、

そ
の
近
く
に
建
つ
「
イ
ラ
イ
ジ

ャ
・
ア
イ
ル
ズ
・
ハ
ウ
ス
」
を

含
む
エ
リ
ア
で
今
後
拡
張
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
が
ロ
ー
カ
ル
紙
に
よ
っ
て

報
道
さ
れ
ま
し
た
。デ
ィ
ッ
ク
・

ダ
ー
ビ
ン
、
タ
ミ
ー
・
ダ
ッ
ク

ワ
ー
ス
両
上
院
議
員
は
米
国
国

立
公
園
局
が
運
営
す
る
こ
れ
ら

の
遺
跡
の
境
界
を
拡
大
す
る
法

案
を
提
出
し
た
、
と
の
こ
と
で

す
。リ
ン
カ
ー
ン
元
大
統
領
は
、

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
代

表
す
る
歴
史
的
ア
イ
コ
ン
で
あ

り
、
同
州
の
歴
史
や
リ
ン
カ
ー

ン
元
大
統
領
の
遺
産
に
つ
い
て

学
ぶ
機
会
は
非
常
に
重
要
と
捉

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
エ
イ
ブ
ラ

ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
と
そ
の
家

族
は
、
１
８
４
４
年
か
ら
大
統

領
に
就
任
す
る
た
め
に
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
向
か
う
１
８
６
１

年
ま
で
そ
の
場
所
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
ま
た
、「
ア
イ
ル
ズ
・

ハ
ウ
ス
」
は
１
８
３
７
年
に
建

て
ら
れ
、
市
内
で
最
も
古
い
建

造
物
の
ひ
と
つ
で
、
１
９
７
７

年
以
来
国
家
歴
史
登
録
財
に
登

録
さ
れ
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
見

学
も
可
能
で
す
。
米
国
の
歴
史
に

興
味
の
あ
る
方
は
必
見
で
す
。。

■
【
ミ
ズ
ー
リ
州
】
ウ
ェ
イ
ン

ズ
ビ
ル
の
巨
大
壁
画

　

ミ
ズ
ー
リ
州
ウ
ェ
イ
ン
ズ
ビ

ル
の
ル
ー
ト
66
街
道
に
昨
年
11

月
、
新
し
い
大
き
な
壁
画
が
誕

生
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
描
い
た

の
は
同
州
を
拠
点
と
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
レ
イ
・
ハ
ー
ヴ
ェ

イ
氏
で
、
同
氏
は
、
デ
ィ
ス

カ
ウ
ン
ト
チ
ェ
ー
ン
「Dollar General

」
の
建
物
壁
面
に
、

絵
葉
書
か
ら
着
想
を
得
た
作
品

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
地
元
紙

に
よ
れ
ば
、
市
と
ス
ト
ア
が
正

式
に
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
氏
に
依
頼
し

た
も
の
で
何
度
も
事
前
の
話
合

い
を
し
た
そ
う
で
す
。
さ
て
、

「
ミ
ズ
ー
リ
州
」「
レ
イ
・
ハ
ー

ヴ
ェ
イ
」
に
ピ
ン
と
来
た
あ
な

た
！
？ 

こ
の
コ
ラ
ム
、
か
な

り
読
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
ね

（
笑
）
そ
う
で
す
、同
州
で
「
壁

画
」と
言
え
ば
キ
ュ
ー
バ
の
街
。

そ
の
街
を
彩
る
幾
つ
か
の
壁
画

は
、
こ
の
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
氏
に
よ

る
も
の
な
の
で
、
ア
ー
ト
愛
好

者
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。
余
談
で
す
が
、
私
達
の
提

携
す
る
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
で
も
サ

プ
ル
パ
と
い
う
街
が
40
以
上
の

壁
画
を
有
す
る
「
壁
画
の
都
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て

是
非
見
に
行
か
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

 

■
【
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
】
ル
ー

ト
66
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
完
全
デ

ジ
タ
ル
版
登
場

　

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
観
光
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
局
は
先
日
ル
ー
ト

66
ガ
イ
ド
の
デ
ジ
タ
ル
版
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

同
局
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
シ
ェ
リ
ー
・

ズ
ム
ワ
ル
ト
氏
曰
く
「
出
版
物

を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
で
、

ガ
イ
ド
を
よ
り
イ
ン
タ
ラ
ク
テ

ィ
ブ
に
し
、
よ
り
頻
繁
に
更
新

が
可
能
に
な
る
こ
と
で
、
常
に

新
鮮
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と

の
弁
。
ま
た
観
光
局
は
「
ル
ー

ト
66
パ
ス
ポ
ー
ト
」
や
、
旅
行

と
ア
ウ
ト
ド
ア
を
組
み
合
わ
せ

た
「
年
間
ガ
イ
ド
」
の
印
刷
も

継
続
す
る
と
の
こ
と
で
す
。
今

回
新
し
く
改
良
さ
れ
た
デ
ジ
タ

ル
・
ル
ー
ト
66
ガ
イ
ド
で
は
、

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
内
の
ハ
イ
ウ
ェ

イ
沿
い
の
魅
力
的
な
街
々
、
ロ

ー
ド
サ
イ
ド
・
ダ
イ
ナ
ー
、
風

変
わ
り
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な

ど
、
新
し
い
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ

ト
と
長
年
の
お
気
に
入
り
を
ミ

ッ
ク
ス
し
て
紹
介
し
て
い
る
上

に
、
14
か
所
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
５
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
す

る
新
情
報
を
加
え
、
オ
ク
ラ
ホ

マ
州
の
ル
ー
ト
66
の
歴
史
も
特

集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ジ
タ

ル
版
は
、TravelOK.com

で

詳
細
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

■
【
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
】

リ
ン
デ
ィ
ー
ズ
・
ダ
イ
ナ
ー
、

売
却
へ

　

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
、
ア
ル

バ
カ
ー
キ
に
あ
る
、
ル
ー
ト
66

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
代
々

親
し
ま
れ
て
き
た
リ
ン
デ
ィ
ー

ズ
・
ダ
イ
ナ
ー
が
、
今
年
、
日

本
で
言
う
元
旦
に
売
り
に
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
元
紙
、
ア
ル
バ
カ
ー
キ
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
、
共
同
経
営
者

の
バ
ト
セ
ウ
夫
妻
が
ダ
イ
ナ
ー

が
入
居
し
て
い
る
ブ
リ
ス
・
ビ

ル
を
売
り
に
出
す
旨
を
語
っ
た

そ
う
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
の
歴

史
的
建
造
物
で
あ
る
、
キ
モ
・

シ
ア
タ
ー
の
す
ぐ
向
か
い
に
あ

る
リ
ン
デ
ィ
ー
ズ
・
ダ
イ
ナ
ー

は
、
１
９
２
９
年
に
コ
ニ
ー
・

ア
イ
ラ
ン
ド
・
カ
フ
ェ
と
し
て

営
業
を
始
め
、
ル
ー
ト
66
で
最

も
古
く
か
ら
営
業
し
て
い
る
レ

ス
ト
ラ
ン
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

１
９
６
０
年
に
「
リ
ン
デ
ィ
ー

ズ
・
ダ
イ
ナ
ー
」
と
改
名
さ
れ

ま
し
た
が
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
料

理
と
年
代
物
の
雰
囲
気
は
今
も

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
映
画

の
撮
影
や
選
挙
運
動
の
活
動
地

と
し
て
も
よ
く
使
わ
れ
る
リ
ン

デ
ィ
ー
ズ
は
今
年
95
周
年
を
迎

え
ま
す
。
バ
ト
セ
ウ
夫
妻
は
今

年
、
２
０
２
４
年
中
に
売
却
し

た
い
考
え
と
の
こ
と
で
す
。
場

所
は
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
５
番
街

と
セ
ン
ト
ラ
ル
ア
ベ
ニ
ュ
ー

（
ル
ー
ト
66
）
と
い
う
一
等
地
、

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
た
い

方
は
是
非
！

　

さ
て
、
余
談
で
す
が
「
完
全

デ
ジ
タ
ル
」
と
言
え
ば
、
現
代

は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
時

代
、
従
来
の
旅
行
ガ
イ
ド
は

YouTube

、Instagram

、
さ

ら
に
はTikTok

の
よ
う
な
デ

ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
ま
し
た
よ

ね
。ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て「
ロ

ー
ド
ト
リ
ッ
プ
」
は
常
に
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
定
番
で
す
が
、

先
日
と
あ
る
雑
誌
の
記
事
に
こ

ん
な
統
計
が
出
て
い
ま
し
た
。

最
も
人
気
の
あ
る
ロ
ー
ド
・
ト

リ
ッ
プ
の
マ
ッ
プ
化
を
企
画
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
膨
大
な

数
の
動
画
、
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
、

ト
レ
ン
ド
を
分
析
し
た
結
果
、

何
と
ル
ー
ト
66
は
ハ
ッ
シ
ュ
タ

グ
で
約
４
億
７
０
０
０
万
回
再

生
さ
れ
、
他
の
追
随
を
許
さ
ず

圧
倒
的
な
独
走
を
し
て
い
る
の

だ
と
か
！
次
点
に
輝
い
た
の
は

モ
ン
タ
ナ
州
の
ゴ
ー
イ
ン
グ
・

ト
ゥ
・
ザ
・
サ
ン
・
ロ
ー
ド
で
、

約
３
６
５
０
万
回
再
生
と
い
う

の
で
す
か
ら
、
そ
の
差
は
歴
然

で
す
。
読
者
の
皆
さ
ん
、
あ
な

た
が
お
読
み
に
な
っ
て
い
る
の

は
ま
さ
に
ト
レ
ン
ド
で
す
よ
！

（
笑
）
そ
れ
で
は
ま
た
来
月
お

目
に
か
か
り
ま
す
！

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
、
写
真
も
）

最
新
ニ
ュ
ー
ス
！
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」

そ
の
８
：
巨
大
壁
画
や
デ
ジ
タ
ル
版
ガ
イ
ド
本
完
成
の
話

　

新
年
早
々
、
日
本
で
は
大
き

な
自
然
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
最
大
震
度
７
を
観
測
し

た
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
で

は
、
現
時
点
で
は
被
害
の
全
容

は
把
握
で
き
て
い
な
い
も
の

の
、
文
化
財
や
博
物
館
の
被
害

も
相
次
い
で
い
ま
す
。
早
速
、

当
館
や
東
京
国
立
博
物
館
等
で

も
、
義
援
金
の
た
め
の
募
金
箱

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
の
ま
と
め
に
よ

れ
ば
、
1
月
11
日
正
午
ま
で
に

石
川
県
、
富
山
県
、
新
潟
県
、

岐
阜
県
の
4
県
で
、
国
宝
や
重

要
文
化
財
を
含
む
あ
わ
せ
て

１
５
５
件
の
被
害
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
石

川
県
で
は
金
沢
市
の
名
勝
・
兼

六
園
で
「
栄
螺
山
」
と
呼
ば
れ

る
築
山
の
石
垣
が
崩
れ
た
り
、

複
数
の
石
灯
籠
が
倒
れ
、
隣
接

す
る
史
跡
・
金
沢
城
跡
の
石
垣

も
崩
落
し
ま
し
た
。
輪
島
市
に

あ
る
重
要
文
化
財
「
上
時
国
家

住
宅
」
に
も
被
害
が
出
て
い
ま

す
。

　

富
山
県
で
は
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
い
る
越
中
五
箇
山
相

倉
集
落
と
南
砺
市
相
倉
が
被
災

し
、
高
岡
市
の
国
宝
・
瑞
龍
寺

で
は
、
山
門
近
く
の
灯
籠
や
石

廟
付
近
の
墓
石
が
倒
れ
た
り
、

法
堂
の
外
壁
の
部
材
が
落
下
、

大
庫
裏
や
高
廊
下
、
大
茶
堂
の

漆
喰
が
剥
が
れ
る
な
ど
の
被
害

が
あ
り
、
国
宝
・
勝
興
寺
で
も

本
堂
内
陣
の
柱
の
金
箔
に
裂
け

目
が
入
り
ま
し
た
。
昨
年
私
が

訪
問
し
た
富
山
市
の
重
要
文
化

財
「
浮
田
家
」、「
森
家
」、
国

登
録
有
形
文
化
財
「
馬
場
家
」

で
も
灯
籠
が
倒
れ
た
り
、
土

壁
が
剥
が
れ
た
り
し
た
そ
う
で

す
。

　

新
潟
県
で
も
新
潟
市
に
あ
る

重
要
文
化
財
の
「
旧
笹
川
家
住

宅
」
や
「
新
潟
県
議
会
旧
議
事

堂
」
で
外
壁
の
落
下
や
ひ
び
な

ど
多
数
の
損
傷
が
確
認
さ
れ
、

世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
す

「
佐
渡
島
の
金
山
」
で
も
落
石

や
石
積
み
の
崩
れ
が
あ
り
、
史

跡
・
佐
渡
奉
行
所
跡
で
壁
の
一

部
が
は
が
れ
、
ひ
び
が
入
る
な

ど
損
傷
し
ま
し
た
。

　

博
物
館
に
関
し
て
は
、
今
回

火
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

輪
島
市
の
「
朝
市
通
り
」
の
一

角
に
あ
っ
た
「
永
井
豪
記
念

館
」
が
全
焼
し
、
借
り
て
い
た

原
画
も
焼
失
し
た
と
み
ら
れ
て

い
ま
す
。
永
井
豪
さ
ん
は
、「
私

は
現
役
の
マ
ン
ガ
家
で
す
の

で
、
も
し
失
わ
れ
て
い
た
と
し

て
も
、
い
く
ら
で
も
ま
た
描
い

た
り
作
っ
た
り
す
る
こ
と
が
出

来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
い

う
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
て
い
ま

す
。
七
尾
市
の
「
の
と
じ
ま
水

族
館
」
で
は
、
水
を
ろ
過
・
循

環
さ
せ
る
パ
イ
プ
に
ひ
び
が
入

り
漏
水
で
ポ
ン
プ
が
水
没
し
、

ろ
過
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
ヒ

ー
タ
ー
の
故
障
で
一
部
の
水
槽

で
水
温
が
下
が
る
な
ど
の
影
響

が
あ
り
、
飼
育
し
て
い
た
ジ
ン

ベ
エ
ザ
メ
が
2
頭
死
ん
で
い
る

の
を
確
認
し
ま
し
た
。
他
の
海

獣
や
魚
も
、
石
川
県
能
美
市
の

い
し
か
わ
動
物
園
や
福
井
県
坂

井
市
の
越
前
松
島
水
族
館
な
ど

県
内
外
の
施
設
に
順
次
移
送
を

始
め
て
い
ま
す
。「
石
川
県
能

登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
」
も
、
屋

内
外
に
あ
る
４
０
０
点
近
い
収

蔵
品
の
一
部
が
粉
々
に
砕
け
散

る
な
ど
の
大
き
な
被
害
に
遭
っ

た
よ
う
で
す
。

　

国
の
ほ
う
で
は
、
文
化
財
の

復
旧
に
向
け
て
、
専
門
的
な
知

識
を
持
つ
文
化
庁
職
員
や
文
化

財
防
災
セ
ン
タ
ー
の
職
員
ら

が
、
調
整
が
整
っ
た
地
域
か
ら

順
次
、
現
地
調
査
を
始
め
て
い

く
予
定
で
す
。
一
日
も
早
く
こ

れ
ら
の
被
災
文
化
財
や
博
物
館

の
復
旧
・
復
興
が
進
む
こ
と
を

祈
念
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
栗
原
祐
司
／
国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

能登半島地震
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動
画
予
告

 

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

 ■上映館■
AMC Empire 25

234 West 42nd St.
Regal Union Square Stadium14

850 Broadway
 Village East By Angelika

181-189 Second Ave.

ミッレミリアに賭けるエンツォ（ドライバー、右端）

　
「
隈
研
吾
と
エ
リ
エ
タ
・

ア
タ
リ:

『 Mirror in the 
Mirror

』
を
振
り
返
る
」
と
題

し
た
講
演
会
が
２
月
９
日（
金
）

午
後
６
時
30
分
か
ら
、
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
Ｊ
Ｓ
：

東
47
丁
目
３
３
３
番
地
）
に
て

開
催
さ
れ
る
。

　

建
築
家
・
隈
研
吾
と
写
真

家
・
エ
リ
エ
タ
・
ア
タ
リ
の
最

新
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
集

『Mirror in the Mirror

』
は
、

建
築
と
イ
メ
ー
ジ
の
限
界
を
超

え
、
空
間
の
感
覚
的
な
体
験
を

深
化
さ
せ
た
い
と
い
う
共
通
の

願
い
か
ら
生
ま
れ
た
。
ア
タ
リ

の
写
真
は
、
建
築
が
周
囲
の
環

境
に
手
を
差
し
伸
べ
、
自
然
を

内
部
空
間
へ
取
り
戻
す
と
い
う

隈
氏
の
自
然
を
中
心
と
し
た
設

計
手
法
と
共
に
建
築
空
間
の
相

互
関
係
を
捉
え
て
い
る
。
光
と

テ
ク
ス
チ
ャ
ー
の
相
互
作
用
が

織
り
成
す
、
叙
情
的
な
瞬
間
や

移
り
変
わ
り
ゆ
く
境
界
を
表
現

し
た
作
品
だ
。

 　
こ
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
デ
ザ
イ

ン
学
部
建
築
学
科
講
師
の
セ

ン
・
ク
ア
ン
教
授
が
司
会
を
務

め
、
隈
氏
と
ア
タ
リ
氏
、
そ
し

て
本
の
寄
稿
者
で
あ
る
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学 

マ
イ
ヤ
ー
・
シ
ャ

ピ
ロ
美
術
史
学
科
の
バ
リ
ー
・

バ
ー
グ
ド
ー
ル
教
授
が
、
建
築

と
写
真
の
領
域
に
お
い
て
、
同

作
品
の
広
範
囲
に
及
ぶ
意
義
を

議
論
す
る
。
講
演
後
、
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
て
本
の
販
売
と
サ
イ

ン
会
も
行
わ
れ
る
。
講
演
の
言

語
は
英
語
。

 　
入
場
料
は
一
般
22
ド
ル
、

Ｊ
Ｓ
会
員
・
学
生
・
シ
ニ
ア

は
17
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japansociety.org

を
参
照
。

隈
研
吾
と
エ
リ
エ
タ
・
ア
タ
リ

Ｊ
Ｓ
で
２
月
９
日
講
演
会

　

イ
タ
リ
ア
の
自
動
車
メ
ー
カ

ー
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
創
設
者
エ

ン
ツ
ォ
・
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
伝
記

物
語
。
元
レ
ー
シ
ン
グ
・
ド
ラ

イ
バ
ー
で
も
あ
り
、
モ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
熱
意
を
絶
や
す

こ
と
の
な
か
っ
た
エ
ン
ツ
ォ
の

最
も
波
乱
に
満
ち
た
一
時
期
に

焦
点
を
当
て
「
ヒ
ー
ト
」
の
マ

イ
ケ
ル
・
マ
ン
監
督
が
独
特
の

感
性
で
描
き
出
す
華
麗
で
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
作
品
だ
。

　

エ
ン
ツ
ォ
に
扮
す
る
ア
ダ

ム
・
ド
ラ
イ
バ
ー
は
「
ス
タ
ー

ウ
ォ
ー
ズ
」
シ
リ
ー
ズ
の
カ
イ

ロ
・
レ
ン
／
ベ
ン
・
ソ
ロ
役
で

知
ら
れ
る
が
、「
ハ
ン
グ
リ
ー

ハ
ー
ツ
」
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
国

際
映
画
祭
主
演
男
優
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
演
技
力
で
は
定
評
が

あ
る
。
40
歳
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

50
代
後
半
の
エ
ン
ツ
ォ
を
演
じ

る
に
あ
た
り
特
殊
メ
イ
ク
は
最

低
限
に
抑
え
オ
ー
ル
バ
ッ
ク
の

銀
髪
で
強
烈
な
存
在
感
を
放

つ
。

　

エ
ン
ツ
ォ
と
と
も
に
フ
ェ
ラ

ー
リ
を
立
ち
上
げ
陰
で
支
え
た

妻
ラ
ウ
ラ
に
は
「
そ
れ
で
も
恋

す
る
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
」
な
ど
で

数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
ペ

ネ
ロ
ペ
・
ク
ル
ス
。
息
子
を
失

い
、
夫
と
の
関
係
も
壊
れ
て
い

く
現
実
を
受
け
止
め
き
れ
ず
に

悲
し
み
の
底
へ
と
落
ち
て
い
く

ラ
ウ
ラ
を
熱
演
す
る
。

　

１
９
５
７
年
、
夏
。
エ
ン
ツ

ォ
は
た
び
た
び
朝
帰
り
を
す
る

が
ラ
ウ
ラ
は
も
う
浮
気
に
は
慣

れ
っ
こ
だ
っ
た
。
だ
が
、
夫
婦

は
昨
年
、
一
人
息
子
デ
ィ
ー
ノ

を
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
で
失
っ

て
い
た
。
24
歳
と
い
う
若
さ
だ

っ
た
。
以
来
、
二
人
の
間
に
は

冷
た
い
空
気
が
漂
っ
て
い
る

上
、
こ
の
と
こ
ろ
エ
ン
ツ
ォ
の

お
遊
び
が
度
を
過
ぎ
て
い
る
こ

と
に
ラ
ウ
ラ
は
苛
立
っ
て
い

た
。

　

こ
の
頃
エ
ン
ツ
ォ
は
愛
人
リ

ナ
と
彼
女
と
の
間
に
も
う
け
た

息
子
ピ
エ
ロ
と
の
暮
ら
し
に
安

ら
ぎ
を
見
出
し
始
め
て
い
た
も

の
の
、
ピ
エ
ロ
に
フ
ェ
ラ
ー
リ

の
苗
字
を
名
乗
ら
せ
て
ほ
し
い

と
い
う
リ
ナ
の
頼
み
に
躊
躇
し

て
い
た
。
ラ
ウ
ラ
は
リ
ナ
の
存

在
を
知
ら
な
い
。
ま
し
て
や
息

子
ま
で
い
る
と
知
っ
た
ら
激
怒

す
る
に
違
い
な
い
。

　

会
社
の
方
も
問
題
を
抱
え
て

い
た
。
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
に
力

を
入
れ
る
あ
ま
り
、
利
益
を
生

み
出
す
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の
生
産

台
数
が
目
標
に
届
か
ず
、
倒
産

し
か
ね
な
い
状
態
で
も
あ
っ

た
。
エ
ン
ツ
ォ
は
毎
年
イ
タ
リ

ア
で
行
わ
れ
る
公
道
自
動
車
レ

ー
ス
「
ミ
ッ
レ
ミ
リ
ア
」
で
何

と
し
て
も
優
勝
し
起
死
回
生
を

図
ろ
う
と
力
の
限
り
を
尽
く

す
。

　

爆
音
と
と
も
に
疾
走
す
る
真

っ
赤
な
車
と
緑
が
鮮
や
か
な
田

園
風
景
。
こ
れ
ぞ
マ
ン
監
督
の

本
領
が
発
揮
さ
れ
る
場
面
だ
。

２
時
間
10
分
。
Ｒ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
） 

最
速
に
生
き
る
男

Ferrari

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

は
１
９
０
７
年
（
明
治
40
年
）

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
設
立
さ
れ

た
米
国
の
民
間
非
営
利
団
体
。

個
人
・
法
人
・
財
団
か
ら
の
支

援
・
協
力
の
も
と
、
日
本
の
芸

術
と
文
化
、
公
共
政
策
、
ビ
ジ

ネ
ス
、
教
育
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
分
野
に
お
い
て
米
国
の
人
々

に
事
業
を
提
供
し
て
い
る
、
全

米
随
一
の
規
模
を
誇
る
日
米
交

流
団
体
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
歴

史
的
保
存
建
築
に
指
定
さ
れ
て

い
る
吉
村
順
三
設
計
の
本
部
ビ

ル
は
２
６
０
席
の
劇
場
、
ア
ー

ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
語
学
セ
ン

タ
ー
、
図
書
室
、
会
議
室
な
ど

を
備
え
て
お
り
、
こ
こ
を
拠
点

に
年
間
３
５
０
を
超
え
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
主
催
し
て
い
る
。

日
本
文
化
の
発
信
拠
点

https://america-keitai.com/
https://www.samuraimama.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://japansociety.org
https://japansociety.org
https://japansociety.org
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